
「
肇
域

成

立

|
|
明
末
経
世
皐
の
一
側
面
|
|

士
必
』

の

大

津

頼

浩

一
『
肇
域
志
』
に
つ
い
て

ω
『
天
下
郡
園
利
病
室
田
』
と
『
肇
域
志
』

ω
『
肇
域
士
山
』
紗
本
の
俸
来

ニ
『
霊
域
士
山
』
の
援
っ
た
も
の

三

『

肇
域
志
』
の
め
.
さ
し
た
も
の

四

結

語
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『
隻
域
志
』
に
つ
い
て

顧
炎
武
に
『
肇
域
志
』
と
い
う
書
物
が
あ
る
。
『
亭
林
文
集
』
巻
六
の
自
序
に
よ
っ
て
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
紗
本
で
惇
わ
る
の
み
で

ま
だ
刊
刻
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
あ
ま
り
利
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、
最
も
早
く
『
肇
域
士
山
』
を
利
用

(
1〉

『
明
清
農
村
社
舎
経
済
』
で
あ
ろ
う
。

し
て
い
る
の
は
、

停
衣
凌
『
明
代
江
南
市
民
経
済
試
探
』
、

選
編
』
に
採
録
さ
れ
、

一
部
分
と
は
い
え
贋
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

そ
の
後
謝
園
禎
編
『
明
代
社
曾
経
済
史
料

(

2

)

 

一
般
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
『
肇
域

589 

志
』
と
は
ど
ん
な
書
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。



590 

主
に
『
肇
域
志
』
の
出
現
の
背
景
を
、
『
肇
域
志
』
自
身
の
受
け
縫
い
だ
明
末
の
地
理
書
と
の
閲
係
を
探
る
こ
と
で
明
末
の
経

世
撃
の
一
端
を
窺
い
た
い
と
思
う
。
な
お
『
肇
域
士
山
』
そ
の
も
の
の
書
誌
聞
学
的
な
検
討
に
つ
い
て
は
先
行
す
る
論
考
に
譲
り
、
必
要
な
範
圏
で

(
3
)
 

燭
れ
る
に
止
め
る
こ
と
と
す
る
。

本
稿
で
は
、

)
 

1
ム(
 

『
天
下
郡
園
利
病
書
』
と
『
肇
域
志
』

『
肇
域
士
山
』
と
は
顧
炎
武
自
身
の
説
明
に
よ
る
と
、

『
亭
林
文
集
』
巻
六
の
『
天
下
郡
園
利
病
書
』
の
序
に
云
う

四
十
飴
峡
を
成
し
、

一
は
「
輿
地
之
記
」
と
震
し
、

四
園
の
虞
れ
多
き
を
感
じ
、
経
生
の
術
寡
な
き
を
恥
ず
。
是
に
於
い
て

一
代
名
公
の
文
集
及
び
章
奏
文
加
の
類
に
及
び
、
得
る
と
こ
ろ
有
れ
ば
即
ち
録
し
、
共
に

(
4
)
 

一
は
「
利
病
之
書
」
と
震
す
。

崇
顧
己
卯
(
一
二
年
)
、
秋
閣
に
掻
け
ら
れ
、
退
き
て
書
を
誼
み
、

二
十
一
史
を
歴
賢
し
以
て
天
下
郡
鯨
の
志
書
、

と
あ
る
「
輿
地
之
記
」
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
天
下
郡
園
利
病
書
』
に
言
及
し
た
あ
と
に
、

崇
頑
己
卯
よ
り
後
、
二
十
一
史
・
十
三
朝
貫
録
・
天
下
園
経
・
前
輩
の
文
編
説
部
を
歴
覧
し
、
以
て
公
移
邸
抄
の
類
に
至
る
。
民
生
の
利

害
に
関
わ
る
者
有
れ
ば
、
随
い
て
之
を
録
し
、
努
推
互
誼
し
て
、
務
め
て
之
を
質
す
ο

今
日
の
行
な
う
べ
き
所
に
し
て
、
泥
古
の
空
言
と

篤
さ
ず
、
『
天
下
郡
園
利
病
書
』
と
日
う
、
然
れ
ど
も
猶
お
未
だ
敢
て
自
ら
信
ぜ
ず
。
其
の
後
西
北
に
周
流
す
る
こ
と
、
且
に
二
十
年
な

ら
ん
と
す
、
過
塞
亭
障
に
通
行
し
、
了
了
と
し
て
始
め
て
成
さ
ざ
る
無
し
。
其
の
別
に
一
編
有
り
、
『
肇
域
士
山
』
と
日
い
、
則
ち
利
病
を

(
5
)
 

考
索
す
る
の
徐
に
、
園
経
を
合
わ
せ
て
成
す
者
な
り
。

『
肇
域
志
』
は
『
天
下
郡
園
利
病
書
』
の
副
産
物
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
見
る
見
解
が
あ
る
。
な
る
ほ
ど
『
天
下
郡
園
利
病
室
百
』
の

こ
れ
に
つ
い
て
、

全
粗
望
『
結
埼
亭
集
』
巻
一
一
一
の

「
亭
林
先
生
神
道
表
」
は

- 84ー

と
記
し
、

方
は
既
に
「
四
庫
提
要
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま
た
嘉
慶
年
聞
に
刊
刻
さ
れ
た
成
都
龍
氏
の
敷
文
閣
本
以
来
様
々
な
本
が
既
に
贋
く
流
布
し
て

(

6

)

 

い
た
た
め
に
、
後
で
は
『
清
史
稿
』
儒
林
俸
二
に



〈

7
)

別
に
『
肇
域
志
』
一
編
有
り
、
則
ち
考
索
の
徐
に
園
経
を
合
わ
せ
て
成
す
者
な
り
。

と
見
え
る
よ
う
に
、
『
天
下
郡
園
利
病
書
』
の
方
を
主
と
す
る
評
債
が
定
着
し
て
、
副
産
物
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
無
理
な

い
こ
と
と
は
い
え
、

し
か
し
、
両
者
は
い
ず
れ
も
も
と
も
と
紗
本
で
俸
わ
っ
た
と
い
う
黙
で
は
同
じ
で
あ
っ
て
、
本
来
、
顧
炎
武
の
意
識
で
は

決
し
て
副
産
物
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

『
亭
林
文
集
』
巻
六
に
み
え
る
『
肇
域
志
』
の
序
に
よ
る
と
、
か
え
っ
て
『
天
下
郡
園
利
病
書
』
の
方
こ
そ
、

『
肇
域
士
山
』
に
記
さ
な
か
っ

た
も
の
を
集
め
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

此
の
書
は
崇
頑
己
卯
よ
り
起
し
、
先
に
一
統
志
を
取
り
、
後
に
各
省
府
州
牒
志
を
取
り
、
後
に
二
十
一
史
を
取
り
、
参
互
之
を
書
す
。
九

そ
志
書
一
千
絵
部
を
閲
し
、
本
行
に
壷
く
さ
ざ
れ
ば
、
則
ち
之
を
努
に
注
し
、
努
も
又
た
壷
く
さ
ざ
れ
ば
、

則
ち
別
に
一
集
を
矯
り
、

「
備
録
」
と
日
う
。
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と
『
肇
域
士
山
』
序
は
記
し
て
い
る
が
、
現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
四
部
叢
刊
本
の
『
天
下
郡
園
利
病
書
』
原
本
の
各
珊
の
首
に
は
「
備
録
」
の

二
文
字
が
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
こ
の
聞
の
経
緯
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
注
と
し
て
記
し
得
な
か
っ
た
も
の
を
輯
め
た
も

の
原
本
も
一
般
に
は
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

『
肇
域
志
』
と
劃
比
し
て
検
討
さ
れ
る
の
は
責
否
烈
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
責
主
烈
は
『
土
雄
居
蔵
書
題
駿
記
』
巻
二
の
『
天
下
郡
園

利
病
書
』
稿
本
の
践
に
、

の
が
、

『
天
下
郡
園
利
病
書
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

『
天
下
郡
園
利
病
書
』

本
毎
に
「
備
録
」
の
字
有
り
。
案
ず
る
に
『
肇
域
志
』
の
序
に
、

「
本
行
に
壷
く
さ
ざ
れ
ば
、
則
ち
之
を
芳
に
注
し
、
努
も
又
た
壷
く
さ

ざ
れ
ば
、
則
ち
別
に
一
集
を
矯
り
、
備
録
と
日
う
」
と
云
う
有
れ
ば
、
則
ち
此
の
書
は
『
肇
域
志
』
と
相
い
出
入
せ
ん
。
否
ざ
れ
ば
則
ち

『
利
病
書
』
の
序
に
、
「
得
る
と
こ
ろ
有
れ
ば
即
ち
銭
し
、
共
に
四
十
徐
峡
を
成
し
、
一
は
輿
地
之
記
と
信
用
し
、
一
は
利
病
之
書
と
篤

(
8
)
 

す
」
と
云
う
所
の
如
く
、
南
本
合
わ
せ
て
之
を
存
せ
ん
か
。

591 

と
述
べ
、

『
天
下
郡
園
利
病
書
』
の
扉
に
み
え
る
「
備
録
」
の
文
字
に
着
目
し

『
肇
域
志
』
と
『
天
下
郡
園
利
病
書
』
の
閥
係
を
既
に
注
意
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し
て
い
た
。
し
か
し
『
肇
域
志
』
は
俸
本
も
少
な
く
、
版
刻
も
痛
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
康
く
撃
者
の
自
に
鯛
れ
る
こ
と
も
な
く
、
こ

の
雨
者

の
関
係
は
あ
ま
り
注
意
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

い
ま
簡
単
に
『
肇
域
志
』
と
『
天
下
郡
園
刺
病
書
』
の
内
容
を
封
照
し
て
み
る
と
、
そ
の
性
格
上
、
『
駿
一一域
志
』
に
は
な
く
『
天
下
郡
園
利

病
書
』
に
は
存
在
す
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
『
議
域
士
山
』
は
巻
首
を
飲
い
て
い
る
た
め
に
そ
の
瞳
例
は
示
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で

あ
る
が
、
概
ね
胡
度
の
肱
(
嘉
慶
丁
巳
)
に
い
う
よ
う
に
、
顧
炎
武
が
経
世
の
志
を
抱
い
て
著
し
た
こ
の
『
肇
域
志
』
は
、
専
ら
輿
地
の
こ
と

を
記
述
し
、
『
利
病
書
』
と
は
求
め
る
と
こ
ろ
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
な
貼
は
、
郡
燃
の
沿
革

・
山
川
師
塞

・
兵
事
の
成
敗
、

(

9

)

 

税
・
戸
口
の
多
寡
・
官
職
騨
舗
の
省
置
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

賦

(m〉

『
天
下
郡
園
利
病
室
盲
』
は
多
く
の
文
集
・
方
志
等
を
牧
銭
し
、
兵
防

・
賦
役

・
水
利
な
ど
の
方
面
に
劃
す
る
関
心
が
窺
え
、
社
舎

経
済
史
研
究
の
資
料
集
と
し
て
大
い
に
有
用
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
と
は
全
く
異
な
っ
た
性
格
の
も
の
も
含
ん
で
い
る
。

例
え
ば
、
『
天
下
郡
園
利
病
書
』
北
直
隷
上
八
に
み
え
る
「
府
州
豚
同
名
者
」
は
、
顧
炎
武
が
逐
一
州
燃
の
名
稿
を
封
照
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
前
代
の
地
理
書
か
ら
引
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
崇
頑
年
聞
の
潜
光
組
『
乗
輯
輿
固
備
考
全
書
』
巻
二
に
、
摩
例
の
形
式
・
順

序
が
全
く
同
じ
一
覧

「省
郡
府
州
鯨
同
名
孜
」
等
が
奉
げ
ら
れ
て
い
る
。
『
業
輯
輿
固
備
考
全
書
』
は
様
々
な
引
用
室
盲
目
の

一
覧
を
掲
げ
て
い

(
孔

)

る
が
、
そ
の
中
に
み
え
る
張
元
作
『
贋
皇
輿
考
』
巻
一
の
「
同
名
考
」
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
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『
天
下
郡
園
利
病
室
田
』
山
東
下
九
四
に
は
海
運
に
関
係
し
て
、
潮
汐
や
占
候
の
記
載
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
顧
炎
武
は
東
方
朔
や
李
淳

風
の
よ
う
な
術
撒
家
の
読
を
引
用
し
、
末
尾
に

「占
晴
歌
」

・
「
占
風
歌
」
・
「
占
雨
歌
」
と
い
う
海
上
で
の
天
候
の
諜
報
に
閲
す
る
記
事
を
載
せ

ま
た

て
い
る
。
海
上
の
舟
人
に
は
南
北
が
剣
ら
な
い
の
で

「口
一
読
歌
」
を
作
っ
て
教
え
よ
う
と
い
う
前
置
き
が
あ
り
、

其
占
晴
日
、
早
起
満
天
晴、

日
出
漸
漸
明
、
早
畏
霧
露
雲
、
附
午
日
蒸
晴
、
:

と
い
う
よ
う
に
績
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
海
上
舟
人
不
鉾
南
北
、
敬
之
趨
避
昏
然
周
知
、
編
有
口
競
歌
以
敬
之
」
と
い
う
前
置
き
も
顧

炎
武
が
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
海
運
の
記
事
に
天
候
の
占
卜
を
含
む
の
は
顧
炎
武
の
創
め
た
も
の
で



(

ロ

)

は
な
く
、
以
前
か
ら
の
地
理
書
・
兵
書
・
路
程
書
に
見
ら
れ
る
。

海
運
に
は
、
内
容
は
や
や
異

『
贋
輿
園
』
の
海
運
や
『
職
方
考
鏡
』
巻
六

な
る
と
は
い
え
や
は
り
天
候
の
濠
報
の
歌
が
見
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
顧
炎
武
の
引
用
す
る
『
天
下
郡
園
利
病
書
』
の
「
口
競
歌
」
そ
の
も
の

に
つ
い
て
み
て
も
、
「
占
晴
歌
」
・
「
占
風
歌
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
陳
組
経
『
皇
明
職
方
地
園
』
下
川
海
三
六
に
あ
る
「
占
晴
門
」
二
十
二
句
及

「
占
風
門
」
五
十
二
句
の
う
ち
末
尾
の
十
二
句
を
除
い
た
四
十
句
に
、

敷
字
の
異
同
を
除
い
て

一
致
し
て
い
る
。
顧
炎
武
が
直
接
『
皇
明

び職
方
地
園
』
か
ら
引
用
し
た
か
ど
う
か
は
解
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
隻
方
に
共
通
す
る
資
料
源
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
刊
日
)

は
海
運
に
闘
す
る
記
事
は
存
在
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
天
候
の
議
報
に
は
ふ
れ
な
い
。
海
運
関
係
の
資
料
を
引
用
す
る
際
に
、

『
肇
域
志
』
に

『
天
下
郡
園
利

病
室
百
』
が
従
来
か
ら
の
文
脈
で
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
の
に
劃
し
て
、

『
肇
域
士
山
』
は
明
ら
か
に
取
捨
選
揮
を
行
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

経
世
致
用
と
い
う
と
決
ま
っ
て
『
天
下
郡
園
利
病
書
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
で
は
、
な
ぜ
あ
の
よ
う
な
腫
例
の
整
っ
て
い
な
い
史
料
の

堆
積
が
残
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
の
説
明
は
帰
さ
れ
て
い
な
い
。
『
天
下
郡
園
利
病
書
』
が
経
世
致
用
の
た
め
の
編
纂
物
で
あ
る
こ
と
は
疑
い

な
い
が
、
顧
炎
武
が
一
瞳
何
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
の
か
と
い
う
過
程
が
問
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
た
だ
経
世
致
用
を
目
的
と
し
た
と
い
う
結

論
だ
け
が
強
調
さ
れ
績
け
て
い
る
。

「
備
録
」
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
考
え
る
と
、
本
来
は
質
謹
的
な
綿
志
を
編
纂
し
た
か
っ
た
顧
炎
武
が
、
捨
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て
き
る
に
忍
び
な
か
っ
た
も
の
を
集
め
た
か
ら
こ
そ
『
天
下
郡
園
利
病
書
』
の
よ
う
な
地
方
志
の
堆
積
、
集
成
と
い
っ
た
編
纂
物
が
で
き
た
の

で
あ
り
、
本
来
の
意
固
に
よ
れ
ば
も
う
少
し
瞳
例
の
整
っ
た
、
社
舎
経
済
方
面
だ
け
で
は
な
く
、

『
大
明
一
統
志
』
批
剣
に
見
ら
れ
る
よ
う

t主 に
、
お
そ
ら
く
は
歴
史
地
理
に
的
を
絞
り
こ
ん
だ
、
組
志
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
『
肇
域
士
山
』
を
副
産
物
と
す
る
見
解
か
ら

『
天
下
郡
園
利
病
室百
』
と
の
関
係
が
整
合
性
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
は
見
え
て
こ
な
い
だ
ろ
う
。

(2) 

『
肇
域
志
』
紗
本
の
停
来

『
肇
域
志
』
に
つ
い
て
の
研
究
は
、

『
肇
域
志
』
自
置
が
ど
こ
で
で
も
み
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

ま
だ
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
中
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園
で
は
主
に
歴
史
地
理
の
方
面
か
ら
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
お
り
、

『
歴
史
地
理
』
と
い
う
雑
誌
に
は
『
肇
域
志
』
に
闘
す
る
以
下
の
二
編
の
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論
文
が
あ
る
。

(
M
H
)
 

楊
正
泰
「
顧
炎
武
和
『
肇
域
記
』
」

(
お
〉

鄭
賓
恒
・
王
天
良
「
『
肇
域
志
』
快
西
部
分
的
幾
個
問
題
」

そ
の
他
に
、
こ
れ
ら
の
論
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、

『
古
籍
整
理
出
版
情
況
簡
報
』
と
い
う
園
務
院
古
籍
整
理
出
版
規
劃
小
組
編
の
出
版
案

内
ま
た
は
紹
介
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
・
レ
タ
ー
に
も
『
肇
域
志
』
に
闘
す
る
文
章
が
数
編
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(
日
〉

呉
木
山
「
顧
炎
武
『
肇
域
士
山
』
的
内
容
及
其
抄
本
的
流
俸
」

(

ロ

)

陳
乗
仁
「
『
肇
域
志
』
修
訂
稿
考
述
」

(

国

)

編
集
部
編
「
『
肇
域
士
山
』
稿
本
序
蹴
」

『
古
籍
整
理
研
究
開
子
刊
』
に
は
、
(
川
口
)

楊
正
泰
「
『
肇
域
士
一
一
山
』
興
『
山
東
肇
域
記
』
」

と
い
う
論
考
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
と
、
現
在
、
復
日
一
大
事
の
歴
史
地
理
の
事
者
、
語
其
騒
が
中
心
と
な
っ
て
、
整
理
中
だ
と
い
う
こ
と
で

そ
の
他
、
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あ
る
。つ
い
で
、

『
肇
域
志
』
の
紗
本
の
俸
来
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
、
果
燕
「
顧
炎
武
『
曲
第
域
士
山
』
的
内
容
及
其
抄
本
的
流
俸
」
に
よ
っ
て
簡
単

(

初

)

『
肇
域
士
山
』
景
印
本
に
は
庇
元
や
梁
章
鎧
・
在
士
鐸
な
ど
多
く
の
土
人
に
よ
る
序
肢
が
つ
い
て
い
る
。
そ
の
稿
本
を
手
に
入
れ

(

紅

)

の
践
に
よ
る
と
、

に
述
べ
よ
う
。

た
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
、
許
慶
宗
〔
宗
彦
〕

乾
隆
五
十
八
年
、
歳
は
葵
丑
に
在
り
、
慶
宗
、
先
生
の
手
書
せ
る
稿
本
を
毎
東
の
李
氏
よ
り
得
る
。
蓋
し
李
の
先
の
呉
門
よ
り
購
い
て
蹄

れ
る
も
の
な
り
。
中
に
北
直
隷
・
江
西
・
四
川
三
省
を
闘
き
、
存
す
る
者
は
九
そ
二
十
加
、
加
ご
と
に
或
い
は
四
十
能
翻
、
或
い
は
三
十

鈴
翻
、
巻
般
の
分
無
し
、
郡
豚
毎
に
沿
革
形
勢
を
記
し
、
先
後
に
錯
見
す
。
蓋
し
先
生
の
諸
書
を
流
賢
し
、
随
手
に
割
記
せ
る
の
初
稿
な

り



史
部
と
あ
り
、
乾
隆
五
十
八
年
に
許
慶
宗
が
贋
東
で
稿
本
二
十
加
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
許
宗
彦
『
鑑
止
水
斎
藤
書
目
』

第
一
一
厨
に
は
、

(

幻

)

顧
亭
林
先
生
『
肇
域
士
山
』
原
本
二
十
本
南
包

と
み
え
る
が
、
こ
の
原
本
は
践
に
よ
れ
ば
も
と
も
と
李
氏
が
蘇
州
で
購
っ
た
も
の
で
、
嘗
時
、
既
に
北
直
隷
・
江
西
・
四
川
の
三
省
は
依
け
て

い
た
と
い
う
。
こ
の
稿
本
は
杭
州
の
許
家
に
四
世
停
え
ら
れ
た
が
、
太
卒
天
園
の
職
能
の
時
に
、
左
宗
裳
の
も
の
と
な
り
、
後
に
曾
園
藩
へ
渡

(

幻

)

さ
れ
る
。
曾
圏
藩
は
証
士
鐸
に
整
理
を
さ
せ
る
が
、
こ
の
後
稿
本
の
所
在
は
不
明
と
な
っ
た
。
な
お
、
在
士
鐸
の
践
に
よ
る
と
同
治
元
年
に
は

既
に
贋
西
の
部
分
が
失
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
在
土
鐸
と
成
蓉
鏡
が
整
理
し
版
刻
に
付
そ
う
と
し
た
紗
本
五
十
加
が
蓋
潤
に
流
出
し

(
斜
)

た
と
い
う
。
臭
ポ
は
、
こ
の
同
治
年
聞
の
紗
本
が
現
存
す
る
も
っ
と
も
早
い
紗
本
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
京
都
大
拳
人
文
科
事
研
究
所
に
あ
る

こ
の
蓋
潤
園
立
中
央
園
書
館
所
蔵
同
治
開
紗
本
の
景
印
本
は
、
十
行
二
十
字
有
格
、
版
心
に
は
「
肇
域
志
稿
」
・
「
巻
」
の
文
字
が
刷
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、

『
簡
明
中
園
古
籍
僻
典
』
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五
十
加
本
以
外
の
紗
本
に
は
、
蒋
寅
肪
が
楊
象
演
に
抄
録
さ
せ
た
四
十
珊
本
の
系
統
の
も
の
が
あ
る
が
、

(

お

)

は
一
九
五
七
年
に
、
昆
明
で
同
治
年
聞
の
寓
本
四
十
加
が
護
見
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
楊
正
泰
の
い
う
現
在
整
理
中
の
『
肇
域
士
山
』
の
底
本
に

(
お
)

用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
雲
南
圃
書
館
所
識
の
抄
本
と
は
、
こ
の
抄
本
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
の
現
在
の
各
書
目
類
に
見
え
る
も
の
を
奉
げ
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る
。

『
北
京
圃
書
館
古
籍
善
本
書
目
』

史
部

地
理
類

『
肇
域
記
』
六
巻

『
肇
域
志
南
畿
稿
』
十
巻
清
顧
炎
武
撰

清
王
雲
肪
紗
本

清
顧
炎
武
撰

韓
麿
陛
蹴

ニ
加

(

幻

〉

日
行
お
字

清
紗
本

十
加

9
行
お
字
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『
北
京
大
撃
園
書
館
蔵
善
本
書
目』

『
肇
域
志
』
清
顧
炎
武
撰

史
部

地
理
類

一
九
三
人

北
京
燕
京
大
事
国
書
館
援
東
方
文
化
事
業
組
委
員
舎
顕
抄
本
藍
瞬

四

O
加
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『
肇
域
志
』
(
残
存
掘
削
江
〉

清
顧
炎
武
撰

抄
本

加

『
北
京
国
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
に
み
え
る
『
肇
域
志
南
畿
稿
』
十
巻
と
は
、
在
土
鐸
が
抄
篤
さ
せ
た
も
の
と
い
う
。

益
田
本
書
目
』
に
み
え
る
東
方
文
化
事
業
総
委
員
舎
蔵
抄
本
と
は
具
種
的
に
は
不
明
で
あ
る
が
、
人
文
科
事
研
究
所
の
景
印
本
に
は
封
校
し
た
箇

(
河
南
第
一
朋
五
b
)
や
「
上
海
東
方
皐
曾
借
来
之
紗
本
」
(
江
南
第
二
加
四
七
b
)
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
さ

『
善
木
書
室
蔵
書
志
』
巻
一
一
に
『
肇
域
志
』
二
加
紗
本
と
し
て
著
録
さ
れ
、
丁
丙
の
肢
が
附
い
て

い
る
も
の

『
北
京
大
事
国
書
館
醸

所
に
「
東
方
紗
本
」

す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

あ
る
レ
は
こ
の
系
統
に
属
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
他
、

『
北
京
大
岡
子
園
書
館
臓
善
本
書
目
』
に
み
え
る
郡
江
の
二
加
と
あ
る
の
は
、

日
本
で
は
東
洋
文
庫
に
八
行
二
十
八
字
、
三
十
六
頁
の
遼
東
の
部
分
の
零
本

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
漸
江
布
政
司
の
部
分
を
抄
録
し
た
も
の
で
、

が
あ
る
。
人
文
科
事
研
究
所
の
景
印
本
に
よ
る
と
、

山
東
第
八
加
に
相
嘗
す
る
部
分
の
も
の
で
あ
る
。

本
六
巻
を
翠
げ
て
い
る
が
、

『
肇
域
記
』
は
『
山
東
肇
域
記
』
、

『
有
明
肇
域
記
』
と
も
い
い
、
康
照
十
二
年
、
顧
炎
武
が
山
東
の
通
志
局
に
い
た
と
き
に
編
纂
し
た
も
の
で
、
山
東
六
府
を
各
一
巻
に
あ
て
た

な
お
、
果
奈
は
そ
の
他
に
許
家
の
稿
本
以
外
か
ら
の
『
肇
域
士
山
』
の
紗
本
と
し
て
、
北
京
国
書
館
現
蔵
の
韓
雁
陛
、
讃
有
用
書
驚
原
臓
の
紗

(
お
)

こ
れ
は
、
陳
乗
仁
や
楊
正
泰
の
い
う
『
肇
域
記
』
の
事
で
あ
る
。

あ
る
い
は
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全
六
巻
の
山
東
遁
志
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
陳
乗
仁
が
い
う
よ
う
に
顧
炎
武
自
身
も
『
肇
域
記
』
と
記
し
て
い
る
文
も
あ
り
混
凱
し
て
い

る
が
、

『
肇
域
記
』
の
序
を
み
れ
ば
、

『
肇
域
記
』
と
は
『
肇
域
士
山
』
の
整
理
が
未
完
に
了
る
の
を
懸
念
し
た
顧
炎
武
が

(
m
m
)
 

山
東
の
部
分
を
整
理
し
て
九
例
と
し
よ
う
と
し
た
修
訂
稿
と
い
え
よ
う
。
徐
乗
義
『
培
林
堂
書
目
』
史
部
に
、

「
先
成
此
数
巻
矯

例
」
と
い
う
よ
う
に
、

顧
炎
武
『
山
東
肇
域
記
』

加

と
見
え
る
の
が
そ
れ
で
、
乾
隆
『
蘇
州
府
士
山
』
巻
七
六

華
文
二
に
、

顧
炎
武
『
肇
域
記
』
一
百
巻
、
今
存
山
東
二
加

と
あ
る
の
は
、
こ
の
『
肇
域
記
』
の
こ
と
で
あ
り
、
何
に
よ
っ
て
巻
数
を
一
百
巻
と
し
た
の
か
は
解
ら
な
い
が
、
張
穆
の
年
譜
等
に
あ
げ
る

一
百
巻
と
は
こ
の
倉
敷
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
散
逸
し
て
ニ
加
し
か
存
し
て
い
な
い
よ
う
に
記
す
が
、
『
肇
域
記
』
は
も
と

『
肇
域
記
』



も
と
山
東
の
部
分
二
加
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
が
測
る
。
陳
乗
仁
は
、
こ
の
『
肇
域
記
』
の
原
本
は
も
と
黄
壬
烈
の
所
蔵
の
も
の
で

あ
っ
た
の
を
韓
麿
陛
が
抄
寓
さ
せ
た
も
の
で
、
黄
壬
烈
や
夏
文
書
煎
、
韓
麿
陛
の
肢
が
附
い
て
い
る
と
い
う
。
前
掲
の
『
北
京
圃
書
館
古
籍
善
本

書
目
』
に
は
、

『
肇
域
記
』
六
巻

清
顧
炎
武
撰

清
王
雲
紡
紗
本

韓
麿
陛
政

二
加

と
い
う
よ
う
に
著
録
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
り
、

『
肇
域
志
』
と
『
肇
域
記
』
は
現
在
で
は
よ
う
や
く
直
別
さ
れ
て
き
て
い
る
。
楊
正
泰

(

m
山
〉

に
よ
る
と
『
肇
域
士
山
』
に
附
し
て
整
理
し
、
刊
行
す
る
議
定
で
あ
る
と
い
う
。

こ
こ
で
は
、
京
都
大
事
人
文
科
事
研
究
所
に
あ
る
蓋
湾
中
央
園
書
館
所
蔵
同
治
開
紗
本
の
景
印
本
に
よ
っ
て
、
こ
の
『
肇
域
士
山
』
と
い
う
書

物
が
如
何
に
成
立
し
た
の
か
、
そ
の
前
提
と
な
っ
た
地
理
書
に
見
ら
れ
る
経
世
拳
の
一
側
面
を
考
え
て
み
た
い
。

『
肇
域
士
山
』
の
擦
っ
た
も
の
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『
肇
域
志
』
の
記
載
は
各
豚
の
府
か
ら
の
距
離
、
編
戸
の
里
数
、
城
周
、
沿
革
、
吏
治
の
評
語
、
騨
・
巡
検
司
の
設
置
、
山
川
の
説
明
等
か

(
但
)

ら
な
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
『
泉
河
志
』
・
『
呂
梁
洪
志
』
の
よ
う
な
専
志
も
引
用
し
て
、
現
買
の
制
度
、
問
題
貼
に
関
わ
る
文
章
を
奉
げ
て

い
る
。
各
種
の
書
か
ら
闘
係
部
分
を
抜
き
出
す
が
、
未
整
理
で
あ
る
た
め
同
じ
豚
の
記
載
が
何
箇
所
に
も
散
見
す
る
。
こ
の
よ
う
な
貼
に
つ
い

(

認

〉

一
種
の
資
料
長
編
で
あ
る
と
い
う
。

て
、
楊
正
泰
は
、
梁
答
超
の
い
わ
ゆ
る
割
記
で
、

『
肇
域
士
山
』
の
序
に
は
『
大
明
一
統
士
と
か
ら
は
じ
め
て
各
地
の
地
方
志
、
二
十
一
史
を
そ
れ
ぞ
れ
封
照
し
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
つ
ま
り

『
大
明
一
統
志
』
に
劃
す
る
批
判
、
不
満
を
意
味
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
史
書
を
参
考
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
『
大
明
一
統

士
山
』
の
記
載
に
劃
し
て
さ
ら
に
歴
史
的
に
正
確
に
考
え
る
必
要
を
感
じ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
『
大
明
一
統
士
山
』
に
劃
す
る
批
判
と
い
え

ば
、
後
の
顧
租
馬
は
『
讃
史
方
輿
紀
要
』
綿
序
一
に
、

先
遣
は
推
し
て
善
本
と
震
す
も
、
然
れ
ど
も
古
今
の
戟
守
攻
取
の
要
は
類
ね
皆
な
詳
か
な
ら
ず
。
山
川
の
篠
列
に
於
い
て
は
、
叉
復
た
割
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裂
し
て
倫
を
失
い
、
源
流
は
備
わ
ら
ず
。

と
述
べ
て
、

『
大
明
一
統
士
山
』
に
は
古
今
の
軍
事
的
観
黙
が
依
落
し
、
自
然
地
理
に
於
い
て
も
不
完
全
で
あ
る
貼
を
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、

嘗
時
の
地
志
に
つ
い
て
も
、
同
九
例
に
、

宋
の
『
費
宇
記
』
よ
り
以
後
、
九
そ
兵
戎
戟
守
の
事
は
、
皆
な
略
し
て
書
せ
ず
。

と
記
し
て
、
嘗
時
の
地
志
に
軍
事
的
観
貼
が
依
落
し
て
い
る
黙
を
批
剣
し
、
祝
穆
『
方
輿
勝
覧
』
以
降
の
地
理
書
は
「
詞
-
一章
之
事
」
に
偏
っ
た

(

お

〉

も
の
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
『
大
明

一
統
志
』
に
劃
す
る
批
判
は
、
明
の
滅
亡
後
に
な
っ
て
漸
く
軍
事
的
関
心
が
高
ま
っ
た

こ
と
に
よ
り
現
わ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
李
維
貞
『
方
輿
勝
略
』
序
に

(
斜
)

天
順
の
時
、
館
閣
『
大
明
一
統
志
』
を
修
め
る
も
、
戸
口
・
田
賦
・
官
制
の
諸
の
大
政
典
を
載
せ
ず
。
識
者
之
を
病
む
。

と
あ
る
よ
う
に
、
既
に
高
層
年
聞
に
内
外
の
朕
況
の
緊
張
化
と
と
も
に
現
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
明
の
滅
亡
に
よ
り
敷
撰
で
あ
る
『
大
明

一
統
士
山
』
へ
の
批
剣
に
射
す
る
禁
忌
が
失
わ
れ
、
率
直
な
形
を
取
っ
て
現
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
顧
炎
武
は
貫
誼
性
と
い
う
貼
か

ら
、
『
大
明
一
統
士
山
』
を
批
判
す
る
。

- 92ー

(

お

)

(

町

四

)

大
明
一
統
志
の
僚
や
『
京
東
考
古
録
』
等
の
文
章
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
『
大
明
一
統
志
』
の
沿
草
地

理
に
お
け
る
不
正
確
さ
を
批
剣
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
現
質
に
役
立
っ
た
め
に
は
正
確
さ
が
不
可
絞
で
あ
り
、
現
貫
を
正
し
く
認
識
す
る
た
め

に
は
、
迂
遠
な
よ
う
で
は
あ
る
が
過
去
を
正
確
に
知
る
こ
と
が
必
要
だ
と
す
る
考
え
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
顧
炎
武
は
「
管
卒
二
州
史

『
燕
史
』
を
編
纂
す
る
際
に
、
天
下
の
志
書
を
牧
集
し
、
自
ら
進
境
の
城
塞
を
巡

顧
炎
武
は
、

『
日
知
録
』
巻
コ
一

事
序
」
に
お
い
て
、
戚
権
光
の
幕
府
に
あ
っ
た
郭
造
卿
が
、

り
、
長
城
外
の
遺
蹟
を
質
地
に
検
謹
さ
せ
て
、
そ
の
報
告
が
史
書
と
符
合
し
な
け
れ
ば
、
再
び
調
査
さ
せ
て
史
買
を
突
き
止
め
ね
ば
や
め
な
か

(
日
出
〉

っ
た
こ
と
を
稿
揚
し
て
レ
る
し
、
ま
た
「
金
石
文
字
記
序
」
で
は

余
少
時
よ
り
、
即
ち
古
人
金
石
の
文
を
訪
求
す
る
を
好
む
、
而
れ
ど
も
猶
お
甚
だ
し
く
は
解
せ
ず
。

び
、
乃
ち
其
の
事
多
く
史
書
と
相
い
謹
明
し
、
以
て
幽
を
閥
き
微
を
表
わ
し
、
闘
を
補
い
誤
り
を
正
す
べ
く
、
但
に
詞
翰
の
工
の
み
な
ら

欧
陽
公
『
集
古
録
』
を
謹
む
に
及



(

m
品
〉

ざ
る
を
知
る
。

と
述
べ
て
、
金
石
文
を
史
書
と
封
照
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
史
料
と
し
て
用
い
よ
う
と
す
る
と
い
う
態
度
を
表
明
す
る
。
こ
の
よ
う
な
貫
際

の
詮
に
擦
り
批
判
的
に
考
査
す
る
と
い
う
態
度
に
こ
そ
、
顧
炎
武
自
身
の
『
大
明
一
統
志
』
の
問
題
貼
に
劃
す
る
解
答
が
示
さ
れ
て
い
よ
う
。

そ
の
た
め
に
『
肇
域
志
』
に
引
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
正
史
を
は
じ
め
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
や
『
水
経
注
』
等
の
歴
史
書
・
地
理
書
、
そ
れ
ぞ

(

m
出

)

れ
の
地
方
志
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
史
料
を
利
用
し
て
輿
地
の
翠
を
集
成
し
よ
う
と
し
た
も
の
が
『
肇
域
志
』
で
あ
っ
た
。

そ
の
な
か
に
は
明
末
と
い
う
時
代
を
は
っ
き
り
と
示
す
引
用
も
あ
る
。
『
肇
域
志
』
の
各
省
に
引
か
れ
て
い
る
「
方
輿
崖
略
」
と
は
王
土
性

(

必

)

の
『
康
志
揮
』
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
楊
瞳
元
「
刻
展
志
揮
序
」
に
よ
る
と
、
楊
瞳
元
が
順
治
十
一
年
に
四
明
の
李
氏
の
慮
で
『
康
志
緯
』
を

(
4
)
 

再
護
見
し
て
か
ら
曹
溶
・
顧
炎
武
ら
に
見
せ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
顧
炎
武
は
そ
こ
か
ら
全
文
に
わ
た
る
引
用
を
行
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
王
土
性
の
『
五
獄
瀞
草
』
巻
一
一
雑
志
上
に
見
え
る
地
服
・
形
勝
・
風
土
の
各
僚
は
『
天
下
郡
園
利
病
書
』
北
直
隷
上
二
二
に
も

引
用
さ
れ
て
お
り
、
顧
炎
武
が
王
土
性
の
地
域
に
劃
す
る
見
解
に
興
味
を
示
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
各
省
の
「
繁
簡
考
」
と
し

(

必

)

て
み
え
る
の
は
高
暦
版
の
『
大
明
官
制
大
全
』
に
「
附
地
理
繁
簡
考
」
と
し
て
増
補
さ
れ
て
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
に
引
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

(
必
〉

っ
た
楊
博
の
「
奉
詔
酌
議
郡
ロ
巴
繁
簡
疏
」
で
あ
り
、
吏
治
の
た
め
に
記
さ
れ
た
も
の
で
、
観
光
案
内
や
文
章
作
成
の
た
め
の
「
詞
章
之
事
」
的

- 93ー

な
関
心
に
は
必
要
の
な
い
文
章
で
あ
る
。

山
中
市
顧
己
卯
(
十
二
年
〉
に
始
め
ら
れ
た
と
い
う
『
肇
域
志
』
の
編
纂
に
利
用
し
得
た
地
理
書
の
時
間
的
な
下
限
は
、
陸
化
照
『
自
営
小
輯
』
四

(
川
叫
〉

巻
や
潜
光
租
『
実
輯
輿
園
備
考
全
書
』
十
八
巻
、
陳
組
綬
『
皇
明
職
方
地
園
』
等
の
明
末
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

(
必
)

そ
こ
で
時
期
に
よ
っ
て
数
字
が
異
な
る
編
戸
の
里
数
と
そ
れ
ぞ
れ
記
載
が
異
な
る
衝
繁
僻
難
な
ど
の
吏
治
の
評
語
を
手
掛
か
り
に
『
肇
域
志
』

(
日
明
〉

(
U
)

が
も
と
に
し
た
と
思
わ
れ
る
明
末
の
地
理
書
を
探
っ
て
み
よ
う
(
表
て
二
参
照
)
。

表
一
に
あ
る
よ
う
に
、
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『
肇
域
志
』
に
み
え
る
河
南
開
封
府
の
各
州
鯨
の
衝
繁
僻
難
の
表
現
は
、

『
贋
輿
園
』
と
は
別
系
統
の
も
の
で
あ
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表

*
H
H
無
記
載

河

南

『

庚

輿

箇

』

悶
釦
町
一町
一
判
i

l

i

-

-

項西商陳新儀蘭延封原陽中扶廓?有尉太遁杷陳群
城華水ナ1'11耳目封陽津丘武武牟涛陵 川 氏康許豚留符

煩
沖
上

煩
沖
冗
上
裁
中
僻
中
裁
沖
中

街
中
僻
衡
中

裁
冗
中

沖
煩
中

煩
中
僻
中
冗
中
裁
沖
冗
下

僻
中
中沖
中
煩
冗
上

裁
筒
下

僻
鮪
下

裁
僻
筒
中

『
大
明
官
制
大
全
』

省
食
之
監
水
陸
街
繁

地
鏡
俗
修
常
有
河
患

繁
劇
衝
疲
軍
術
雑
庭
難
治

次
衝
民
淳

事
繁
頗
街
地
鏡
民
淳

邑
小
糧
軽
訟
関

僻
銭
賦
軽
俗
向
高
官
修

次
街
地
椿
民
貧

精
衝
事
関

節
僻
民
淳

地
僻
賦
軽
民
淳

次
衝
事
関
地
沙
民
窮

地
庚
民
居
散
漫
健
訟
多
盗

筒
僻
近
河

演
河
次
衝
民
貧

邑
小
街
疲
地
多
沙
師
陣

僻
精
街
北
有
河
患

地
僻
人
軽
民
淳
訟
少

次
衝
繁
地
沙
簿
糧
多
遁
負
難
治

軍
民
雑
慮
地
能
頗
弓
開
有
水
患

地
僻
民
貧
多
水
患

地
僻
糧
軽
民
頗
健
訟

僻
淳
賦
軽

『
自
営
小
輯
』

* 
衝
劇
疲

次
街
淳

衝
煩
鏡
淳

筒
小
僻
鏡
者
甲
子
遁
省

次
衝
婿

給
衝
関

関
僻
淳

冗
僻
淳

衛
館
痔

地
庚
健
訟

僻
筒
近
河

街
河
貧

衝
小
疲
多
沙
厳

簡
街
僻
淳
街
煩
地
沙

*
 

僻
貧
多
水
患

僻
健
訟

僻
淳

『
索
輯
輿
園
備
考
全
書
』

省
曾
之
匿
水
陸
沖
煩

地
鏡
俗
修
常
有
河
患

煩
劇
街
疲
軍
術
雑
庭
難
治

夫
街
民
淳

頗
街
事
煩
地
鏡
民
淳

邑
小
糧
軽
訟
関

僻
鏡
俗
箸
甲
子
遁
省

次
街
地
痔
民
貧

精
街
事
筒

筒
僻
民
淳
易
治

僻
淳
次
衝
事
関
地
府
民
会

地
庚
健
訟
多
盗

僻
簡
近
河

衝
河
民
貧

衝
小
民
疲
地
多
沙
飯

筒
街
北
有
河
患

地
僻
民
淳
賦
軽
訟
少

衝
煩
地
沙
薄
糧
多
遁
民
貧
難
治

軍
民
雑
庭
地
鏡
頗
弓
有
水
患

地
僻
民
貧
多
水
患

地
僻
健
訟

僻
淳
賦
軽

士
山
』

『

肇

威

省
舎
之
匿
水
陸
衝
繁

地
鏡
俗
mv常
有
河
怠

繁
劇
衝
疲
軍
街
雑
庭
難
治

衣
街
民
淳

頗
衝
事
繁
地
鏡
民
淳

邑
小
糧
軽
訟
口

僻
時
間
俗
事
官
甲
於
遁
省

次
衝
口
痔
民
貧

精
衝
事
関

簡
僻
民
淳
易
治

僻
淳
次
衝
事
街
地
痔
民
貧

地
廉
健
訟
多
盗

僻
簡
近
河

衝
河
民
貧

小
衝
民
疲
地
多
沙
麟

筒
衝
北
有
河
患

地
僻
民
淳
賦
軽
訟
少

街
煩
地
沙
薄
糧
多
遁
民
貧
難
治

一

軍
民
雑
庭
地
鏡
頗
弓
有
水
忠

一

地
僻
民
貧
多
水
患

一

地
僻
健
訟

一

僻
浮
賦
軽

一
- 94-
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り

『
大
明
官
制
大
全
』
に
始
ま
る
衝
繁
僻
難
等
の
表
現
を
ふ
ま
与
え
た
も
の
で
、
さ
ら
に
浮
〔
淳
〕

の
よ
う
な
紗
寓
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
も
の

を
除
け
ば
『
九
架
輯
輿
固
備
考
金
書
』
の
表
現
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

次
に
、
概
ね
年
代
順
に
編
戸
の
里
放
の
一
覧
を一
示
す
表
二
に
よ
っ
て
、
十
四
種
の
地
志
・
政
書

・
類
書
等
の
編
戸
の
里
数
は
大
き
く
分
け
る

と
、
以
下
の
よ
う
に
、

『
大
明

一
統
志
』

E
H
『
大
明
官
制
』
(
嘉
靖
二
十
年
)
、

(
天
順
五
年
〉

『
国
書
編
』

(
高
暦
五
年
序
)



N 

『
贋
輿
圃
』

『
大
明
官
制
大
全
』
(
嘉
靖
三
十
四
年
〉
、

『
皇
輿
考
』

(
禽
暦
十
四
年
〉
、
高
暦
『
大
明
一
統
士
山
』
、

(
崇
禎
九
年
〉

(
嘉
靖
三
十
六
年
〉

市
山

『
職
方
考
鏡
』

(
蔦
暦
二
十
三
年
〉
、

『
贋
皇
輿
考
』

(
天
啓
六
年
)

V
H
『
武
備
志
』

刊
町
一
『
自
営
小
輯
』
(
天
略
元
年
)
、

〈
天
唇
元
年
序
〉
、 『
皇
明
職
方
地
園
』

『
実
輯
輿
園
備
考
全
書
』

(
崇
禎
六
年
)
、

『
肇
域
士
山
』

と
い
っ
た
六
系
統
の
数
字
を
示
す
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
『
肇
域
士
山
』
に
現
わ
れ
る
数
字
は
、
刊
の
『
自
営
小
輯
』
と
『
裳
輯

輿
園
備
考
全
書
』
の
系
統
の
も
の
と
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
表
で
見
る
と
、
町
の
『
大
明
官
制
大
全
』
ま
た
は
高
暦
『
大
明
一
統
志
』

の
系
統
の
敷
字
を
改
訂
し
た
蔦
暦
末
か
ら
天
啓
期
に
現
わ
れ
た
も
の
が
、

V
の
『
武
備
志
』
と
羽
の
『
目
皆
小
輯
』
の
系
統
の
数
字
で
あ
る
と

い
え
る
。
し
か
し
、
時
期
的
に
は
嘗
時
利
用
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
陳
組
綬
の
『
皇
現
職
方
地
園
』
は
里
数
や
評
語
の
貼
で
も
参
考
さ
れ

(

必

〉

て
い
た
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
復
祉
の
人
服
の
関
係
し
た
『
皇
明
職
方
地
園
』
の
存
在
を
顧
炎
武
が
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

『
皇
現
職
方
地
固
』
は
兵
部
の
職
方
司
の
資
料
を
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
最
新
の
良
質
の
情
報
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
え
そ

- 97ー

う
な
の
だ
が
、
綿
志
で
は
な
か
っ
た
の
で
顧
炎
武
は
利
用
し
な
か

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
歴
史
地
理
と
い
う
方
面

へ
の
闘
心
か
ら
考
え
る
な
ら

ば
、
後
で
述
べ
る
曹
皐
佳
『
大
明
一
統
名
勝
志
』
の
よ
う
に
、
地
圃
類
よ
り
は
「
仕
籍
」
や
『
繕
紳
便
覧
』
に
類
似
し
た
政
書
や
穂
志
の
方
が

編
纂
に
利
用
し
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
附
け
加
え
る
な
ら
ば
、

V
の
『
武
備
志
』
と
『
皇
現
職
方
地
園
』
は
い
ず

れ
も
大
部
な
著
作
で
あ
り
、
そ
れ
と
は
劃
照
的
に
、
刊
の
『
自
営
小
輯
』
と
「
実
輯
輿
園
備
考
全
室
田
』
は
さ
ほ
ど
大
部
な
も
の
で
は
な
い。

嘗
時
利
用
し
得
た
も
の
を
推
測
さ
せ
る
も
の
と
し
て
清
代
初
期
の
書
目
を
み
る
と
、
顧
炎
武
の
外
甥
、
徐
乾
翠
の
『
俸
是
棲
書
目
』
史
部

方
輿
に
は
、
陸
化
照
『
自
営
小
輯
』
四
巻
、
同
『
地
理
集
要
』

理主
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潜
光
租
『
興
国
備
考
』

陳
組
綾
『
明
職
方
地
園
』
三
巻

一
八
巻
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*無記載

大ぉ明官J制 | 警高控 I 要4Z引17Ç~芸品~ I 要量樫 I 費需?君 I 費量号車 I 肇域志

158 158 175 175 158 175 175 * 
39 39 48 48 39 48 48 48 

84 84 102 122 84 122 102 122 

12 12 14 24 12 24 14 24 

35 35 33 35 35 35 33 35 

20 20 19牢 25 20 25 19牢 * 
17 17 27 28 17 28 27 28 

26 26 26 29 26 29 26 29 

20 20 15 29 20 29 15 29 

26 20 27 37 26 37 27 37 

45 45 51 51 45 51 51 51 

14 14 19 23 14 23 19 51 

26 26 43 43 26 43 43 23 

8 8 27 27 8 27 27 27 

29 29 38 38 29 38 38 38 

15 15 21 21 15 21 21 21 

19 19 28 28 19 28 28 28 

45 45 62 62 45 62 62 62 

12 12 12 14 12 14 12 14 

22 22 46 26 22 26 46 26 

15 15 17 17 15 17 17 17 

13 13 * 15 13 13 * 13 
48 48 42 48 48 48 42 48 

18 18 19 22 18 22 19 22 

22 22 21 33 32 33 21 33 

22 22 19 25 22 25 19 25 

22 22 33 35 22 35 33 35 

64 64 76 76 64 76 76 76 

23 23 23 27 23 27 33 27 

33 33 35 36 33 36 35 36 

10 10 15 15 10 15 15 15 

10 10 16 16 10 16 16 16 

7 7 7 11 7 11 7 11 

10 10 14 14 10 14 14 14 
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表ニ

河 南 |一天順統5志年l大嘉靖同20年 I内庚閣輿文庫園蔵I皇;嘉矯輿36考年 I一;笥暦間刊 I高圏暦書5年編序
開封府

群 符 124 175 175 175 158 175 

陳 留 35 48 48 48 39 48 

紀 著書、 62 122 122 122 84 122 

逼 許 12 24 25 24 12 24 

太 康 16 35 35 35 35 35 

1M 氏 16 25牢 25 25牢 20 25 

消 )11 17 28 28 28 17 28 

蘇 陵 16 19 29 29 26 19 

扶 溝 8 19 29 29 20 19 

中 牟 23 37 37 37 26 37 

陽 武 34 51 51 51 45 51 

原 武 12 21 23 23 14 21 

封 丘 31 43 43 43 26 43 

延 津 20 27 27 27 8 27 

蘭 陽 25 38 38 38 29 38 

儀 封 15 21 21 21 15 21 

新 鄭 19 28 28 28 19 28 

陳 j十l 10 62 62 62 45 26 

商 水 9 14 14 14 12 14 

西 華 13 26 26 26 22 26 

項 域 7 17 17 17 15 17 

沈 丘 * 15 15 15 13 15 

許 j+l 26 48 48 48 48 48 

臨 頴 14 22 22 22 18 22 

褒 城 21 32 32 32 32 32 
邸 城 13 25 25 25 22 25 
長 葛 22 35 35 35 22 35 
馬 j'11 64 76 76 76 64 76 

密 聖書、 23 27 27 乞1 23 27 
実日 j十| 31 36 36 36 33 36 
祭 陽 13 15 15 15 10 15 
費量 津 13 16 16 16 10 16 

河 陰 5 11 11 11 7 11 
I巴 水 10 14 14 14 10 14 

- 99ー
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22 22 23 22 22 22 23 22 

17 17 4 17 19 17 4 17 

10 20 4 20 20 20 8 I 20 

36 36 11 40 31 40 11 40 

14 14 * 18 14 18 * 18 

13 18 * 10 13 10 水 l 10 
37 37 9 59 37 59 59 

34 34 25 34 34 34 25 1 34 

21 18 18 21 22 18 22 

40 19 18 40 49 40 18 40 

32 32 20 36 32 36 20 36 

44 44 26 44 44 44 26 44 

32 32 24 31 32 24 31 

1 izz l 著書芸壁 l 臨時議盟専用量TZ l 関~I 震計早 l 竪域志

王
土
性
『
康
志
鐸
』
七
巻

許
論
『
九
遊
園
設
』

黄
一
昨
『
一
統
水
陸
路
程
』
八
巻

な
ど
が
あ
り
、
同
じ
く
徐
乗
義
『
培
林
堂
書
目
』
史
部
に
は

陸
化
照
『
自
営
小
輯
』
四
巻

程
百
二
『
方
輿
勝
略
』
二
四
巻

郭
子
章
『
郡
勝
穣
名
』

陸
鷹
陽
『
贋
輿
記
』
二
四
巻

沈
題
楚
『
贋
輿
園
考
』

-100ー

曹
事
佳
『
大
明
一
統
名
勝
志
』

一
一
六
巻

な
ど
が
奉
げ
ら
れ
て
お
り
、
質
際
に
陸
化
照
『
自
営
小
輯
』
や
溜
光
租
『
実
輯

興
国
備
考
全
書
』
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
徐
乾
撃
は
「
一
統
士
山
館
」
を
聞
い

(ω) 

て
い
た
た
め
、
様
々
な
地
理
書
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
が
、
逆
に

集
め
よ
う
と
思
え
ば
こ
れ
だ
け
の
も
の
を
嘗
時
牧
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
わ
け

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
顧
炎
武
が
こ
れ
ら
の
陸
化
照
『
自
営
小
輯
』
や
潜
光

租
『
索
輯
輿
圃
備
考
全
書
』
を
参
考
に
し
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

陸
化
照
は
常
熟
の
人
で
高
暦
四
十
一
年
の
準
土
、
そ
の
著
が
江
南
で
見
ら
れ
て

い
て
も
不
思
議
は
な
い
。
陸
化
照
『
自
営
小
輯
』
引
に
よ
れ
ば
、
高
暦
二
十
七

や
は
り
古
蹟
と
物
産
し
か
な
い
『
大
明

一
統
士
山
』

年
に
讃
書
し
て
い
た
際
に
、
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河 南 医院!室器製品鵠時計量産者|轟鵠
南陽府

南 陽 9 22 22 22 22 22 

銀 卒 4 22 70 70 17 7 

1唐 豚 6 10 20 20 20 10 

陽 5 20 40 40 36 20 

柏 * 18 18 18 14 18 

召 * 20 20 20 18 20 
州、| 7 19 37 37 37 37 

発日 22 25 35 35 34 25 

野 7 22 22 22 18 22 

)11 * 18 18 18 19 18 

川i 16 24 32 32 32 24 

陽 20 26 44 44 44 26 

聖書、 20 24 32 32 32 24 

を
物
足
り
な
く
思
い
、
自
分
で
瞳
例
を
立
て
て
「
仕
籍
」
の
如
く
府
州
豚
を
列

奉
し
て
沿
革
・
山
川
を
記
し
、
さ
ら
に
文
集
・
奏
議
か
ら
漣
防
・
河
防
に
関
わ

(

印

)

る
も
の
を
随
所
に
附
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

ま
た
、
編
戸
の
里
数
は
『
自
営
小
輯
』
を
受
け
繕
ぎ
、
世
界
地
圃
や
各
省
の

地
輿
圃
読
な
ど
に
お
い
て
は
、
程
百
二
『
方
輿
勝
略
』
を
受
け
継
い
で
い
る
潜

光
租
の
『
実
輯
輿
園
備
考
全
書
』
は
南
京
の
版
築
居
で
崇
頑
六
年
に
出
版
さ

(
日
)

れ
、
順
治
七
年
に
重
刊
〈
三
央
大
紫
堂
)
さ
れ
て
お
か
、
や
は
り
江
南
で
流
布
し

た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
み
て
、
顧
炎
武
が
『
肇
域
士
山
』
を
編
纂
す
る
際
に
、

輯
輿
圃
備
考
全
書
』
を
利
用
し
た
こ
と
は
確
貫
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

『
索

-101-

『
実
輯
輿
圃
備
考
全
窪
田
』
は
、
李
雲
期
の
序
に
よ
る
と
、

古
に
職
方
記
・
地
園
志
有
り
と
雄
も
、
我
が
明
に
至
り
て
『
大
一
統
士
山
』

有
り
、
嗣
い
で
是
れ
『
慶
輿
圃
』
有
り
、
諸
の
記
述
は
整
然
と
し
て
備
わ

ら
ざ
る
莫
し
。
然
れ
ど
も
僅
か
に
都
省
郡
邑
の
舎
・
山
川
風
俗
・
華
夷
人

物
を
載
す
る
の
み
。
随
塞
・
要
害
・
戸
口
・
鐘
穀
の
園
事
に
禅
有
る
者
に

至
り
で
は
、
漫
と
し
て
荒
に
及
ば
ず
。
予
操
触
の
暇
に
、

一
に
之
を
還
想

し
、
此
を
以
て
憾
と
震
さ
ざ
る
莫
し
。
而
れ
ど
も
志
有
る
も
未
だ
逮
ば

ず
。
遁
ま
盟
兄
停
少
山
、
潜
大
参
海
虞
先
生
の
未
だ
寛
わ
ら
ざ
る
の
『
備

考
全
書
』
を
以
て
予
に
示
す
。
其
の
略
を
観
る
に
、
山
川
名
勝
を
記
し
て
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紙
上
の
臥
遊
に
資
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
買
に
経
済
に
闘
わ
る
者
有
り
。
予
績
紹
を
塊
じ
ず
、

『
一
統
志
』
に
従
い
て
之
を
損
盆
し
、
詳
ら

か
に
す
る
に
諸
の
紀
述
及
び
予
の
耳
目
の
見
聞
す
る
所
の
者
を
以
て
す
。
一
榊
京
自
り
以
て
各
省
に
及
び
、
進
陸

・
要
害
・
海
運
・
漕
河

・

嵯
政
・
闘
陸
・
銭
穀
の
戦
守
に
禅
有
る
者
、
古
今
の
人
物
・
忠
臣

・
孝
子

・
義
夫

・
節
婦
の
風
化
に
関
わ
り
有
る
者
に
至
り
で
は
、
悉
く

峡
に
編
入
し
、
諸
を
掌
に
指
す
が
如
し
。

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
渚
光
租
の
未
完
の
原
稿
を
博
昌
辰
(
少
山
〉
が
李
雲
掬
に
一
示
し
、
李
が
さ
ら
に
「
越
三
寒
暑
五
脱
稿
」
し
て
完
成
を

さ
せ
た
と
い
う
。
李
は
そ
の
稿
を
み
て
、
紙
上
の
臥
遊
に
役
立
つ
ば
か
り
で
な
く
経
世
済
民
に
関
わ
る
も
の
も
有
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
と

に
軍
事
と
数
化
に
つ
い
て
閥
心
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
序
に
見
え
る
よ
う
な
軍
事
的
な
闘
心
は
既
に
高
暦
後
期
か
ら
現
わ
れ
て
お
り
、
明
末
の

切
迫
し
た
朕
況
を
考
え
れ
ば
容
易
に
理
解
で
き
る
が
、
嘗
時
の
知
識
人
の
関
心
の
方
向
を
う
か
が
わ
せ
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
停
昌
辰
は

(
臼
)

版
築
居
と
し
て
知
ら
れ
る
南
京
の
書
躍
で
、
潜
光
租
は
映
西
臨
挑
衛
籍
の
人
、

天
啓
五
年
の
進
士
、

お
そ
ら
く
父
親
に
従
っ
て
か
ど
う
か
し

-102一

不
詳
。
て
、
南
京
に
出
て
事
聞
を
し
た
と
い
う
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
質
際
に
完
成
さ
せ
た
と
い
う
李
雲
朔
に
つ
い
て
は

(
臼
)

い
わ
ば
、
こ
の
『
実
輯
輿
園
備
考
全
書
』
は
書
庫
と
下
級
知
識
人
と
の
合
作
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
停
昌
辰
は
他
に
張
燈
『
経
世

い
わ
ば
経
世
撃
的
な
閥
心
を
出
版
の
上
で
質
現
し
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
内
容
的
に
は
封

(
臼
)

面
に
掲
げ
る
各
書
物
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
な
っ
て
お
り
、
世
界
地
園
の
存
在
な
ど
新
し
い
貼
も
見
ら
れ
る
が
、
震
明
す
る
貼
は
少
な
い
よ
う

で
あ
る
。
人
物
俸
に
つ
い
て
は
数
化
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
寓
暦
時
代
か
ら
の
『
大
明

一
統
志
』
批
判
を
受
け
極
ぎ
、

序
に
は
「
大
明
一
統
士
山
』
を
「
防
塞
・
要
害

・
戸
口
・
銭
穀
の
闘
事
に
祷
有
る
者
に
至
り
で
は
、
漫
と
し
て
鷲
に
及
ば
ず
」
と
批
判
し
て
、
十
匂

も
地
志
と
い
う
か
ら
に
は
、
軍
事
・
経
済
に
関
わ
る
も
の
を
載
せ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
、
と
い
う
考
え
方
が
う
か
が
え
る
。
た
と
え
『
大

明
一
統
志
』
的
な
「
詞
章
之
撃
」
の
内
容
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
多
く
の
地
園
を
は
じ
め
様
々
な
論
は
、
墜
に
『
大
明
一
統
士
山
』

撃
要
』
と
い
う
政
書
も
出
版
し
て
お
り
、

の
節
略
で
は
な
く
、
も
は
や
同
質
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

『
業
輯
輿
圃
備
考
全
書
』

一
八
巻
は
『
大
明
一
一
統
志
』
の
よ
う
に
大
部
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
利
用
し
や
す
か
っ
た
と
い
う
貼
も
あ



っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
あ
る
意
味
で
は
明
末
の
線
志
の
様
々
な
面
を
総
合
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
顧
炎
武
に
と
っ
て
も
有
用
な
も
の
で
あ
っ

(

日

)

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
輿
地
之
記
」
を
志
し
た
顧
炎
武
は
そ
の
嘗
時
存
在
し
た
組
志
を
軸
と
し
て
利
用
し
、
不
十
分
だ
と
思
わ
れ
る
貼
に
増

『
肇
域
志
』
を
記
し
始
め
た
の
で
は
な
い
か
。
千
数
百
に
も
上
る
各
州
鯨
を
列
奉
す
る
だ
け
で
も
た
い
へ
ん
煩
雑
な

そ
の
整
序
化
を
行
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
い
わ
ば
見
出
し
、

補
訂
正
を
加
え
る
形
で
、

手
聞
が
か
か
る
が
、
顧
炎
武
は
『
実
輯
輿
圃
備
考
全
書
』
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

或
い
は
目
次
と
し
て
利
用
し
、
評
語
等
の
取
る
べ
き
と
こ
ろ
は
残
し
、
さ
ら
に
主
眼
と
す
る
歴
史
的
沿
革
に
関
係
す
る
部
分
を
正
史
の
記
載
等

を
取
り
上
げ
て
充
買
さ
せ
て
、
顧
炎
武
の
い
う
『
大
明

一
統
士
山
』

を
超
え
る
「
輿
地
之
記
」
を
作
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
と
同
様
に
別
の
書
物
を
見
出
し
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う
作
業
を
行
な
っ
た
も
の
が
、
曹
周
子
佳
の
『
大
明
一
統
名
勝
志
』
で
あ
る
。
曹
挙

(

日

)

『
鱈
紳
便
覧
』
に

「
此
水
経
之
某
州
豚
也
」
と
築
穣
を
加
え
て
い
っ
た
と
い
う
。

佳
は
『
水
経
注
築
』
の
出
来
が
い
い
加
減
な
の
を
み
て

『
肇
域
士
山
』
の
め
ざ
し
た
も
の
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『
肇
域
士
山
』
稿
本
の
成
室
同
年
代
は
、
陳
乗
仁
に
よ
る
と
康
照
元
年
と
さ
れ
る
が
、
鄭
賓
恒
・
王
天
良
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
康
照
十
二
年
に

(

幻

)

刊
刻
さ
れ
た
史
料
、
語
士
口
聴
の
編
纂
し
た
『
延
綴
鎮
志
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
さ
ら
に
「
康
照
壬
子
(
十
一
年
)
五
月
裁
海
門
鯨
」

(

臼

)

と
い
う
記
事
も
存
在
し
て
お
り
、
康
照
元
年
に
現
在
の
形
で
成
立
し
た
と
は
確
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ
ろ
う
。

『
肇
域
志
』
の
「
肇
域
」
と
い
う
言
葉
の
由
来
に
つ
い
て
、
呉
木
山
は
お
そ
ら
く
『
向
書
』
舜
典
の
「
肇
十
有
二
州
」
の
意
味
を
と
っ
た
も
の

(
臼
)

で
あ
ろ
う
と
レ
ぅ
。
そ
れ
ま
で
の
地
理
書
は
そ
の
題
名
や
各
々
の
序
に
見
え
る
よ
う
に
、
一
般
に
『
周
種
』
職
方
や
『
向
書
』
属
貢
を
起
源
と

(

印

)

(

日

)

し
て
想
定
し
て
い
た
。
こ
の
舜
典
を
明
代
の
地
理
書
の
な
か
で
初
め
て
-意識
し
た
も
の
が
、
司
自
営
小
輯
』
で
あ
る
。
陸
化
照
は
序
に
績
け
、

「
方
輿
原
始
」
と
し
て
、
舜
典
・
属
貢
・
『
周
種
』
職
方
・
『
漢
書
』
地
理
志
を
掲
げ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
『
実
輯
輿
圃
備
考
金
書
」
巻
二

に
牧
録
さ
れ
て
い
る
。

609 

で
は
『
肇
域
志
い
は
如
何
な
る
黙
で
明
末
の
賞
用
地
理
霊
園
を
超
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
肇
域
志
』
の
胡
度
の
蹴
(
嘉
慶
丁
巳
)
は
、
顧
炎
武
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が
経
世
の
志
を
抱
い
て
著
し
た
こ
の
書
は
、
専
ら
輿
地
の
こ
と
を
記
述
し
、

然
れ
ど
も
詳
ら
か
に
す
る
所
の
者
は
、
郡
勝
、
沿
革
・
山
川
阻
塞
・
兵
事
成
敗
よ
り
、

び
、
市
れ
ど
も
名
勝
人
物
は
棄
に
興
ら
ず
。
是
れ
蛍
に
『
利
病
書
』
と
相
い
輔
し
て
行
な
う
べ
く
、

る
者
の
擬
す
べ
き
に
は
非
ら
ず
。

『
利
病
書
』
と
は
求
め
る
と
こ
ろ
は
異
な
っ
て
い
る
が
、

以
て
賦
税
戸
口
の
多
寡
・
官
職
騨
舗
の
省
置
に
及

『
元
和
志
』
以
下
の
僅
か
に
地
志
爵

(

臼

)

と
い
っ
て
、
経
世
の
書
で
あ
る
事
を
高
く
評
慣
し
て
い
る
。
巻
首
を
依
く
未
定
稿
で
あ
る
た
め
に
そ
の
九
例
は
明
確
に
は
一
示
し
が
た
い
が
、

的
な
も
の
に
比
べ
る
と
、

紗
本
で
整
理
し
て
五
十
加
に
も
及
ぶ
と
い
う
量
的
充
買
が
わ
か
る
。

一
見
し
て
『
大
明
官
制
』
や
『
自
営
小
輯
』
の
よ
う
な
官
僚
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

そ
の
充
賞
し
た
部
分
は
『
大
明
一
統
士
山
』
や

『
肇
域
士
ど
を
そ
れ
ま
で
の
明
末
の
地
理
書
と
封
照
す
る
と

『
大
明
一
統
名
勝
志
』
の
よ
う
に
人
物
や
名
勝
に
闘
す
る
も
の
で
は
な
く
、

(
臼
)

ら
れ
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
が
歴
史
沿
革
や
現
貫
の
問
題
に
相
嘗
す
る
部
分
で
占
め

『
肇
域
志
』
の
最
も
詳
細
な
部
分
は
顧
炎
武
の
出
身
地
で
あ
る
江
南
(
南
直
隷
〉
で
、

占
め
て
い
る
が
、
歴
代
の
豚
の
設
置
、
宮
殿
の
所
在
を
は
じ
め
と
し
て
、
営
時
の
南
京
の
街
道
や
市
場
に
つ
い
て
の
、
貫
地
の
検
分
な
し
に
は

(
臼
)

あ
り
え
な
い
非
常
に
詳
細
な
記
述
が
見
え
る
。

そ
し
て
、

全
五
十
加
の
う
ち
十
一
加
を
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さ
ら
に
、
そ
の
修
訂
稿
と
考
え
ら
れ
る
『
肇
域
記
』
を
考
察
の
封
象
に
す
る
こ
と
で
、
顧
炎
武
が
最
終
的
に
志
向
し
た
も
の
を
窺
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。
楊
正
泰
に
よ
る
と
、
『
肇
域
志
』
の
修
訂
稿
と
解
さ
れ
る
『
肇
域
記
』
の
盟
例
は
、
郡
邑
、
藩
封
、
古
跡
で
あ

り
、
食
貨
、
風
俗
、
職
官
、
喜
文
、
災
具
は
牧
め
な
い
、
沿
革
を
述
べ
る
の
に
は
明
一
代
で
匝
切
っ
て
論
じ
、
古
跡
を
記
載
す
る
に
は
、
現
在

(

白

山

)

の
地
名
と
現
肢
を
述
べ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
と
い
う
。

官
守
、

山
川
、

『
肇
域
志
』
と
『
肇
域
記
』
と
を
針
照
す
る
と
、
例
え
ば
曾
子
の
籍
貫
に
つ
い
て
、

『
肇
域
志
』
は
未
定
稿
に
終
わ
っ
た
た
め
に
、
費
燃
と

嘉
群
豚
の
僚
に
そ
れ
ぞ
れ
曾
子
は
費
勝
又
は
嘉
群
燃
の
人
と
す
る
史
料
『
史
記
索
隠
』
・
『
職
園
策
』
及
び
『
亮
州
志
』
・
『
嘉
群
鯨
志
』
を
奉

げ、

『
肇
域
記
』
巻
こ
で
は
そ
れ
と
は
掛
照
的
に
『
孟

(
白
山
〉

子
』
・
『
戦
国
策
』
・
『
史
記
』
・
『
後
漢
書
』
な
ど
を
引
用
し
て
曾
子
、
が
費
人
で
あ
る
こ
と
を
論
寵
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

「
未
知
執
是
」
と
註
を
附
け
る
の
み
で
未
だ
論
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、

『
日
知



録
』
巻
ご
二

骨
子
南
武
城
人
で
は
、

南
武
域
故
城
、
今
の
費
燃
の
西
南
八
十
里
、
石
門
山
下
に
在
り
。

と
述
べ
、
南
成
は
南
城
で
あ
り
、
南
城
は
武
城
で
あ
る
と
、
種
々
の
史
料
を
暴
げ
て
曾
子
が
費
人
で
あ
る
こ
と
を
論
断
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
歴
史
地
理
的
な
考
誼
は
、
単
に
「
園
経
を
合
わ
せ
て
成
す
者
」
で
は
震
し
得
な
い
だ
ろ
う
。
相
互
に
矛
盾
す
る
地
方
志
の
記
述
を
列
奉
す
る

だ
け
で
は
、
考
謹
た
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
嘗
時
の
事
者
に
顧
炎
武
の
作
業
が
単
に
地
方
志
を
抜
粋
し
て
い
る
と
見
え
た
の
は
、
あ
る
意
味

で
は
蛍
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
顧
炎
武
は
そ
こ
で
批
判
的
な
考
謹
を
志
向
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
現
賓
の
地
域
を
は
っ
き
り
と
し
た
詮
擦
を
示
し
て
、
歴
史
と
結
び
つ
け
て
把
握
し
よ
う
と
い
う
意
園
が
窺
え
る
よ
う
だ
。
潜
光
粗

『
実
輯
輿
圃
備
考
全
書
』
の
引
用
意
閏
に
は
、
未
だ
正
史
等
の
歴
史
的
な
考
察
を
窺
わ
せ
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
必
要
を
認
識
し
て
い
な

い
か
の
よ
う
で
あ
る
。
曹
事
佳
『
大
明
一
統
名
勝
志
』
は
名
勝
を
鹿
史
と
結
び
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
石
刻
や
『
水
経
注
』
な
ど
を
引
い

て
い
る
が
、
内
藤
湖
南
の
い
う
よ
う
に
史
料
の
羅
列
に
止
ま
り
、
史
料
を
如
何
に
整
合
性
を
以
て
捉
え
る
か
と
い
う
事
は
未
だ
範
圏
の
外
に
あ

(
釘
)

る
。
そ
の
離
で
、
煩
墳
に
は
成
り
得
て
も
正
確
を
期
す
に
は
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
劉
し
『
肇
域
志
』
は
未
完
成
で
瞳
例
が
整
わ
な
い
が
た

め
に
史
料
の
羅
列
に
止
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
方
向
は
『
肇
域
記
』
や
『
日
知
鋒
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
よ
り
一
段
進
ん
だ
考
誼
を
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め
+さ
し
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
顧
炎
武
の
聞
い
た
「
輿
地
之
皐
」
に
お
け
る
考
謹
の
展
開
を
考
え
る
な
ら
ば
、
顧

炎
武
が
充
分
に
展
開
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
「
輿
地
之
事
」
の
瞳
系
化
を
後
に
成
し
、
途
げ
、
地
域
の
歴
史
的
個
性
を
考
え
よ
う
と
し
た
も

の
が
、
顧
租
馬
の
『
讃
史
方
輿
紀
要
』
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
『
大
明
一
統
士
山
』
の
批
剣
を
承
け
て
、
濁
自
の
「
形
勢
の
地
理
事
」

(
伺
)

を
瞳
系
化
し
た
の
で
あ
る
。

四

結

圭玉
岡田
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『
日
知
録
』
巻
一
一
一
一

大
関
一
統
志
や
『
京
東
考
古
銭
』
等
に
見
え
る
『
大
明
一
統
志
』
の
治
草
地
理
の
不
正
確
さ
に
劃
す
る
批
剣
に
窺
え
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(
印
)

る
よ
う
に
、
顧
炎
武
は
『
大
明
一
統
志
』
的
な
総
志
に
劃
し
て
批
判
的
な
態
度
を
も
っ
て
い
た
。
「
文
須
有
盆
於
天
下
」
と
い
う
顧
炎
武
に
お

い
て
、
「
詞
一
章
之
事
」
の
た
め
の
地
志
は
、
現
買
の
地
域
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
も
何
で
も
な
く
、
質
情
か
ら
か
け
離
れ
、
誤
謬
の
多
い
意

味
の
な
い
地
志
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
射
す
る
批
剣
は
、
や
が
て
嘉
靖
・
寓
暦
以
降
に
現
わ
れ
た
経
世
、
吏
治
の
た
め
に
地
方
の
現
肢
を
明
ら
か

(
叩
)

に
し
よ
う
と
す
る
一
連
の
地
理
書
と
し
て
現
わ
れ
た
が
、
顧
炎
武
は
こ
の
系
譜
を
基
礎
と
し
て
、
歴
史
地
理
的
な
正
確
さ
を
求
め
る
線
志
の
編

纂
へ
と
向
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
高
暦
以
降
の
賞
用
書
の
震
展
の
中
か
ら
生
じ
た
寅
用
性
を
求
め
、
経
世
致
用
を
求
め
る

系
譜
の
上
に
『
肇
域
志
』
は
成
立
し
た
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
に
は
全
躍
を
通
貫
す
る
伏
線
と
し
て
の
明
末
的
な
線
志
の
存
在
が
感
じ
と
ら
れ

(

口

)
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
の
あ
く
ま
で
も
明
末
的
な
も
の
を
飽
き
足
り
な
く
思
っ
た
か
ら
こ
そ
、

『
肇
域
志
』
を
編
纂
し
た
わ
け
な
の
で
あ
る

(η) 

が
、
蛍
時
は
地
志
と
ど
う
し
て
も
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
た
人
物

・
名
富
の
項
を
敢
え
て
省
い
た
こ
と
や
、
城
周
の
記
載
な
ど
の
特
徴
に
、

明
末
の
地
志
と
は
異
な
る
『
肇
域
士
山
』
の
濁
自
性
が
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
と
、

『
大
明
官
制
大
全
』
や

『
粂
輯
興
園
備
考
全
書
』
の
よ
う
な
寅
用
書
が
多
く
存
在
し
、
利
用
し
得
た
こ
と
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が
、
顧
炎
武
の
『
肇
域
士山』

を
生
み
出
す
背
景
の

一
つ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
逆
に
そ
れ
ら
が
あ
る
意
味
で
官
僚
の
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
的
な
も
の
や
『
大
明
一
統
志
』
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
た
め
に
、
そ
こ
に
飽
き
足
ら
な
か
っ
た
顧
炎
武
が
よ
り
寅
謹
的
な
歴
史
地

理
的
な
綿
志
の
編
纂
を
意
圃
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

る
に
は
限
界
が
あ
る
。
し
か
し
、

地
方
志
と
遭
っ
て
綿
志
は
個
々
の
地
域
に
つ
い
て
は
ど
う
し
て
も
概
括
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
し
、
具
瞳
的
な
地
域
の
問
題
を
取
り
上
げ

一
方
で
は
連
防
や
海
防
の
よ
う
な
主
題
で
大
局
的
な
論
を
立
て
る
こ
と
が
綿
志
に
は
可
能
で
あ
る
。
既
に

『
贋
興
園
』
に
お
い
て
特
定
の
主
題
が
意
識
さ
れ
議
論
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
議
論
こ
そ
「
蛍
世
の
務
」
を
追
求

(
ね
)

す
る
経
世
致
用
に
結
び
つ
く
も
の
と
し
て
様
々
な
地
志
に
受
け
縫
が
れ
て
き
た
。
高
暦
以
降
の
地
理
書
に
見
ら
れ
る
の
は
、
一
つ
に
は
こ
の
よ

う
な
総
論
を
掲
げ
る
黙
で
あ
り
、
ま
た
個
別
の
地
域
を
吏
治
と
の
関
係
に
お
い
て
捉
え
よ
う
と
す
る
貼
で
あ
る
。
前
者
は
漕
運
や
謹
境
に
関
す

る
総
論
と
し
て
主
題
固
と
と
も
に
論
じ
ら
れ
、
後
者
は
各
省
に
お
い
て
は
園
絞
・
輿
地
記
と
い
う
形
で
ま
と
め
ら
れ
、
個
々
の
府
・
州
・
燃
に



が
、
そ
の
集
成
と
も
謂
う
べ
き
位
置
に
存
在
し
た
の
が
、

お
い
て
は
吏
治
の
-
評
語
と
し
て
定
着
し
て
い
く
。
こ
の
二
つ
の
流
れ
は
相
互
に
分
岐
し
、

=司

会
輯
興
国
備
考
全
書
ι= 

で

あ或
つ(い

だ11は
ム
ロ

流
し

様
々
t.r_ 
地
理
書
を
生
み
出
し
Tこ

書
』
を
直
接
利
用
し
な
が
ら
編
纂
を
す
す
め
て
い
っ
た
も
の
で
、

『
肇
域
志
』
は
こ
の
『
裳
輯
輿
園
備
考
全

「
詞
章
之
事
」
の
重
視
す
る
名
勝
や
風
俗
・
人
物
・
名
宮
の
記
載
を
排
除

し
、
史
料
を
奉
げ
て
歴
史
沿
革
の
正
確
さ
を
追
求
し
、

そ
し
て
そ
の
地
域
に
お
け
る
同
時
代
の
問
題
を
照
ら
し
だ
す
こ
と
を
意
識
し
た
新
し
い

性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
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註(1
)

縛
衣
凌
『
明
代
江
南
市
民
経
済
試
探
』
(
上
海
人
民
出
版
社
一
九

五
七
)
は
導
言
の
一
一
一
一
一
頁
の
註
(
万
)
に
新
江
の
龍
源
一
商
人
の
記
事
を
引

用
し
、
北
京
大
皐
園
書
館
旗
本
に
援
っ
た
こ
と
を
-
記
し
て
い
る
。
ま
た

『
明
清
農
村
社
曾
経
済
』
〈
生
活
・
讃
書
・
新
知
三
聯
書
后
一
九
六

一
)
に
は
九
四
頁
の
註
(

1

)

に
蘇
州
府
部
を
引
用
し
て
い
る
。

(
2
)

謝
園
禎
編
『
明
代
社
曾
経
済
史
料
選
編
』
上
・
中
・
下
(
福
建
人
民

出
版
社
一
九
八
O
l八
一
)
。
同
書
か
ら
引
用
を
し
て
い
る
も
の
に

は
、
例
え
ば
、
余
英
時
『
中
園
近
世
宗
教
倫
理
奥
詩
人
精
神
』
(
聯
経

出
版
事
業
公
司
一
九
八
七
)
一
一
一
一
九
頁
、
一
五
二
頁
な
ど
。

(

3

)

顧
炎
武
の
皐
聞
に
つ
い
て
は
謝
園
禎
『
顧
寧
人
盟
主
百
』
等
さ
ま
ざ
ま

な
論
考
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
々
列
掌
し
な
い
。
地
理
関
係
の
も
の

を
翠
げ
る
と
、
近
年
で
は
朱
士
嘉
「
顧
炎
武
整
理
研
究
地
方
士
山
的
記

載
」
(
「
中
園
地
方
史
士
山
論
叢
』
中
華
霊
園
局
一
九
八
四
、
原
載
『
文

献
』
一
九
八
一
1

七
〉
、
翠
忠
義
編
『
中
園
地
理
準
家
』
(
山
東
教
育

出
版
社
一
九
八
九
)
、
新
生
禾
『
中
園
歴
史
地
理
文
献
概
論
』
(
山

西
人
民
出
版
社
一
九
八
七
)
等
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
主
に
『
天
下

郡
園
利
病
室
百
』
を
扱
い
、
『
肇
域
士
山
』
に
つ
い
て
は
姉
妹
編
と
い
う
扱

い
で
あ
ま
り
鰯
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

(

4

)

顧
炎
武
『
亭
林
文
集
』
巻
六
『
天
下
郡
園
利
病
書
』
序

崇
禎
己
卯
、
秋
閲
被
擦
、
退
而
讃
書
、
感
四
園
之
多
虞
、
恥
経
生

之
寡
術
。
於
是
歴
覧
二
十
一
史
以
及
天
下
郡
勝
士
山
書
、
一
代
名
公

文
集
及
一
章
奏
文
加
之
類
、
有
得
即
録
、
共
成
四
十
徐
供
。
一
篤
輿

地
之
記
、
一
策
利
病
之
書
。

全
祖
霊
『
結
埼
亭
集
』
各
一
二
亭
林
先
生
神
道
表

自
崇
顧
己
卯
後
、
歴
賢
二
十
一
史
・
十
三
朝
貫
録
・
天
下
園
経
・

前
輩
文
編
設
部
、
以
至
公
移
邸
抄
之
類
、
有
関
於
民
生
之
利
害

者
、
随
録
之
、
芳
推
互
護
、
務
質
之
。
今
日
所
可
行
、
而
不
信
周
泥

古
之
空
言
、
日
『
天
下
郡
図
利
病
室
百
』
、
然
猶
未
敢
自
信
。
其
後

周
流
西
北
、
且
二
十
年
、
遁
行
逸
塞
亭
障
、
無
不
了
了
而
始
成
。

其
別
有
一
編
、
日
『
肇
域
士
山
』
、
則
考
索
利
病
之
徐
、
合
園
経
而

成
者
。

『
四
庫
全
書
締
目
』
巻
七
二
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(

5

)

 

(
6
)
 

存
目
。
ま
た
『
天
下
郡
図
利
病
書
』
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の
版
本
に
つ
い
て
は
、
田
村
寅
造
「
『
天
下
郡
園
利
病
室
田
』
の
版
本
に

つ
い
て
」
(
『
紳
田
博
士
還
暦
記
念
書
誌
皐
論
集
』
同
記
今
毎
回
一
九
五

七
)
参
照
。

(
7
〉
『
清
史
稿
』
巻
四
八
一
僑
林
健
二

別
有
『
肇
域
士
山
』
一
編
、
則
考
索
之
徐
、
合
閏
経
而
成
者
。

(

8

)

責
主
烈
『
士
躍
居
蔵
書
題
政
記
』
巻
二
、
史
類
四
三
頁
(
書
目
文

隊
出
版
社
一
九
八
九
)

毎
本
有
ク
備
録
。
字
、
案
『
肇
域
士
山
』
序
有
云
、
本
行
不
霊
、
則

注
之
芳
、
芳
叉
不
輩
、
則
別
篤
一
集
、
日
備
録
、
則
此
書
奥
『
肇

域
志
』
相
出
入
、
否
則
如
『
利
病
室
田
』
序
所
云
、
「
有
得
即
録
、

共
成
四
十
徐
供
、
一
震
輿
地
之
記
、
一
篤
利
病
之
書
」
、
雨
本
合

而
存
之
敗
。

(

9

)

『
肇
域
志
』
胡
度
成
(
嘉
慶
丁
巳
)
。
註
(
臼
)
参
照
。

(
叩
)
『
天
下
郡
園
利
病
書
』
張
元
済
政
令
四
部
叢
刊
』
三
編
)

亭
林
身
嬰
亡
園
之
痛
、
所
言
高
端
、
而
其
所
再
三
致
意
者
、
不
過

数
事
、
日
兵
防
、
日
賦
役
、
白
水
利
而
己
。

(
日
〉
張
汝
森
『
廉
皇
輿
考
』
凡
例
(
蔦
暦
辛
丑
二
十
九
年
〉

一
、
郡
邑
名
相
向
者
多
、
顔
凱
観
聴
。
今
悉
査
封
、
而
設
六
類
以

別
之
、
附
於
古
九
州
之
後
、
首
備
撹
放
。

(
ロ
)
翠
忠
義
編
『
中
園
地
理
拳
家
』
は
、
天
候
の
占
ト
に
つ
い
て
の
記
載

を
顧
炎
武
の
質
事
求
是
の
努
力
の
成
果
の
よ
う
に
記
す
が
、
顧
炎
武
が

海
上
で
翻
天
堅
気
に
駒
む
こ
と
な
ど
あ
り
う
る
は
ず
が
な
い
。
蛍
時
の

路
程
書
や
地
志
位
一
す
に
は
、
天
気
の
占
候
の
記
載
が
あ
り
、
顧
炎
武
は
そ

れ
ら
を
引
用
し
た
わ
け
で
あ
る
。
例
え
ば
、
路
程
書
で
は
『
士
一
商
類

要
』
袋
二
四
時
占
候
風
雲
な
ど
。
水
野
正
明
「
『
新
安
原
版
士
一
商
類

要
』
に
つ
い
て
」
(
『
東
方
準
』
六

O

一
九
八

O
〉
参
照
。
他
に
、

兵
書
に
も
潮
の
満
干
や
天
候
の
務
報
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、
王
鳴
鶴
『
登
壇
必
究
』
水
戦
各

一
な
ど
。

(
お
)
『
肇
域
志
』
山
東
第
五
加
三
八
一
英
な
ど
。

(
M
)

楊
正
泰
「
顧
炎
武
和
『
肇
域
記
』
」
(
『
歴
史
地
理
』
第
四
輯
一
九

八
六
)
。

(
お
)
鄭
賓
低
・
王
天
良
「
『
肇
域
士
官
侠
西
部
分
的
幾
個
問
題
」
(
同
第

六
輯
一
九
八
八
)
。

(
日
)
呉
木
山
「
顧
炎
武
『
肇
域
士
山
』
的
内
容
及
其
抄
本
的
流
俸
」
ハ
『
古
籍
整

理
出
版
情
況
簡
報
』
第
九
四
期
一
九
八
二
〉
。
次
の
註
(
口
)
・
(
四
〉

の
文
献
と
あ
わ
せ
、
こ
れ
ら
の
論
考
の
閲
覧
に
は
鴻
佐
哲
氏
及
び
徳
岡

仁
氏
に
多
大
の
便
宜
を
は
か
つ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
深
謝
す
る
。

(
げ
)
陳
乗
仁
「
『
肇
域
士
山
』
修
訂
稿
考
述
」
(
同
第
一

O
五
期
一
九
八

一二)。

(
日
)
編
集
部
編
「
『
肇
域
志
』
稿
本
序
政
」
(
同
第
九
五
期
一
九
八

一一)。

(
川
口
)
楊
正
泰
「
『
肇
域
志
』
輿
『
山
東
筆
域
記
』
」
(
『
古
籍
整
理
研
究
摩

刊
』
一
九
八
六
年
第
二
期
〉
と
い
う
論
考
が
あ
る
が
、
こ
の
存
在
に
つ

い
て
は
秋
山
元
秀
氏
に
御
数
示
を
い
た
だ
き
複
潟
を
い
た
だ
い
た
。
記

し
て
深
謝
す
る
。

(
却
)
四
川
国
書
館
蔵
本
に
見
え
る
序
践
は
、
註
(
お
)
の
文
献
に
排
印
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
一
部
の
文
集
に
見
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
謬
其
駿
主

編
『
清
人
文
集
地
理
類
奨
編
』
第
一
朋
(
漸
江
人
民
出
版
社
一
九
八

六
)
に
も
枚
録
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
四
川
園
書
館
磁
本
に
は
、
人
文

科
皐
研
究
所
本
に
あ
る
同
治
己
巳
(
八
年
〉
秋
八
月
の
成
蓉
鏡
の
政
と
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在
土
鐸
の
「
士
鐸
叉
案
」
で
始
ま
る
識
語
を
敏
い
て
い
る
。

(
幻
)
許
慶
宗
と
は
許
宗
彦
の
こ
と
で
、
呉
拾
の
『
江
漸
蔵
書
家
史
略
』

(
中
華
書
局
一
九
八
一
〉
に
は
「
許
宗
彦
、
字
積
卿
、
叉
字
周
生
、

徳
清
人
」
と
あ
る
。
楊
廷
一
渦
・
楊
同
甫
編
『
清
人
室
名
別
稽
字
続
索

引
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
八
〉
に
は
、
許
宗
彦
「
原
名
度

宗
」
と
あ
る
。
景
印
本
に
み
え
る
践
に
は
「
徳
清
許
積
卿
」
(
耳
元
〉
、

「
許
周
生
駕
部
」
(
梁
草
鉦
)
、
「
許
積
卿
」
(
程
落
田
)
等
と
あ
り
、

許
宗
彦
を
さ
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ハ
沼
)
『
聞
書
館
摩
季
刊
』
第
五
巻
第
三
四
期
一
九
一
一
一
一
。

(
お
)
徐
乃
昌
「
襲
止
水
粛
書
目
抜
」
(
『
園
書
館
拳
季
刊
』
第
五
巻
第
三
四

期
一
九
三
一
〉

『
鑑
止
水
務
刑
務
書
目
』
、
徳
清
許
宗
彦
先
生
撲
、
・
:
:
所
載
各
書

類
多
精
善
、
而
史
部
顧
亭
林
『
肇
域
士
山
』
原
本
二
十
加
、
尤
震
珍

秘
。
蓋
亭
林
先
生
手
跡
細
行
密
婚
、
先
生
成
云
「
乾
隆
五
十
八

年
、
眼
前
於
碍
東
李
氏
、
関
北
直
隷
及
江
西
・
四
川
南
布
政
司
」
。

嗣
蒋
寅
肪
評
事
録
副
、
後
鴎
朱
久
呑
閣
撃
。
同
治
関
、
湘
郷
曾
文

正
総
督
爾
江
、
曾
笈
江
寧
書
局
、
鹿
賓
態
成
氏
蓉
鏡
震
分
巻
、
第

叉
閥
庚
西
一
省
、
舎
文
正
移
督
直
毅
、
事
途
中
綴
。
至
於
亭
林
原

本
、
在
嘗
日
己
不
可
得
、
今
更
不
知
縦
跡
会
。

(
弘
)
『
肇
域
士
一
山
』
五
十
加
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

江
南
一
て
新
江
二
、
山
東
八
、
山
西
五
、
河
南
四
、
湖
庚
三
、

侠
西
一

O
、
雲
南
二
、
貴
州
て
庚
東
二
、
一
稿
建
二
。

(
お
)
呉
楓
主
編
『
簡
明
中
園
古
籍
辞
典
』
(
士
口
林
文
史
出
版
社

七
)
九
二
一
一
貝
。

(

M

A

)

楊
正
泰
前
掲
註
(
刊
日
〉
論
文
。

615 

一
九
八

(
幻
)
一
九
五
九
年
の
『
北
京
国
書
館
善
本
書
目
』
に
は
周
捕
と
あ
り
、
周

叔
張
の
献
納
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

(
お
)
陳
乗
仁
註
(
げ
〉
論
文
、
楊
正
泰
註
(
弘
〉
・
(
四
)
論
文
。
「
答
案
嶋
初
」

(
『
蒋
山
傭
残
稿
』
巻
二
)
、
「
書
楊
舜
高
費
時
棋
等
震
顧
寧
人
徴
天
下
書

籍
啓
後
」
(
『
亭
林
侠
文
輯
補
』
所
枚
)
の
よ
う
に
、
顧
炎
武
自
身
が

『
肇
域
記
』
と
記
し
て
い
る
文
章
も
あ
り
、
や
や
混
乱
し
て
い
る
が
、

木
来
完
成
し
た
も
の
を
『
肇
域
記
』
と
呼
ぶ
つ
も
り
で
編
纂
し
、
そ
れ

ま
で
『
議
域
志
』
と
表
現
し
て
い
た
未
定
荷
か
、
未
完
で
残
っ
た
と
い

う
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

(
却
)
楊
正
泰
前
掲
註
(
弘
〉
・
(
叩
四
)
論
文
。
な
お
『
肇
域
記
』
自
序
を
附
す

(
陳
乗
仁
註
(
幻
)
論
文
所
引
〉
。

劉
昭
承
班
国
之
書
、
但
録
中
興
以
来
郡
勝
改
一異
及
春
秋
三
史
舎
同

征
伐
地
名
、
以
潟
郡
園
志
、
以
後
漢
二
百
年
之
志
、
而
春
秋
之
事

備
五
局
。
愚
今
略
倣
其
意
、
以
有
明
一
代
郡
口
巴
・
藩
封
・
官
守
篤
一

書
、
参
以
六
経
廿
一
史
、
上
接
元
史
吃
子
一起
用
積
、
伴
後
人
既
以
知

今
、
亦
可
験
古
。
但
唐
・
宋
地
志
久
亡
、
近
時
之
書
叉
大
学
問
円
東

野
語
、
且
不
能
表
得
。
余
老
失
、
日
不
暇
給
、
先
成
此
数
巻
震

例
、
以
待
後
之
人
。
書
名
日
、
『
有
明
監
域
記
』
、
東
笑
顔
炎
武
。

ま
た
、
こ
の
自
序
は
韓
仲
民
『
中
図
書
籍
編
纂
史
稿
』
(
中
園
書
籍
出

版
社
一
九
八
八
)
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
(
二
七
四
頁
〉
。

(
初
)
楊
正
泰
前
掲
註
(
U
〉
論
文
。

(
担
)
『
泉
河
士
山
』
(
山
東
〉
、
『
呂
梁
洪
志
』
(
徐
州
)
、
『
泉
南
雑
記
』

(
一
隅
建
〉
等
。
奥
茶
註
(
お
)
論
文
参
照
。

(
幻
)
楊
正
泰
前
註
(
四
)
論
文
は
、
清
人
の
観
記
朋
子
に
ふ
れ
る
梁
啓
超

『
清
代
開
学
術
概
論
』
一
七
を
引
用
し
て
、
著
書
で
は
な
く
著
書
執
筆
の
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た
め
に
準
備
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
と
い
う
。
『
天
下
郡
図
利
病
書』

も

『
中
園
近
三
百
年
皐
術
史
』
一
五
地
理
皐
に
い
う
よ
う
に
、
同
じ
く

劉
記
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
な
か
に
は
組
健
生

『
顧
亭
林
奥
王

山
史
』

(斉魯者一
回社
一
九
八
六
)
の
よ
う
に
、
そ
の
見
解
に
反
射
す

る
も
の
も
あ
る
。

へ
お
)
願
祖
百
向
『
読
史
方
輿
紀
要
』
に
つ
い
て
は
、
内
藤
湖
南
『
支
那
究
開
問
干

史
』
(
『
内
藤
湖
南
全
集
』
第

一一

を

筑

臨

書

房

一

九

六

九

)

十

二
清
朝
の
史
祭

一三
八
頁
。
海
野
一
隆
「
『
読
史
方
興
紀
要
』
と

そ
の
地
域
論
」
(
『
史
林
』
一
ニ
六

l
一
一
一
一
九
五
三
〉
、
秋
山
元
秀
「
形

勢
の
地
理
率
」
(『
愛
知
豚
立
大
祭
創
立
二
十
周
年
記
念
論
集
』

一
九

八
六
)
等
を
参
照
。

願
租
馬
『
認
申
入
方
輿
紀
要
』
凡
例

『
勝
覚
』
以
下
、
皆
偏
子
詞
章
之
副
都
千
、
於
民
物
速
、
猶
無
蛍
鷲
。

図
家
著
作
之
材
、
雌
接
陸
而
出
、
大
都
取
裁
子
祭
史
・
祝
穆
之

閃
、
求
其
越
而
上
之
者
、
葉
鮮
也
。

(
川
品
〉
李
維
貞
『
方
興
勝
略
』
序
(
蔦
暦
四
十
年
刊
内
閣
文
庫
臓
)
、
ま

た

『
大
泌
山
房
集
』
忠
信
一
五
所
枚
。

な
お
、
高
暦
年
聞
の
内
外
の
緊
張
化
と
『
大
明
一
統
志
』
に
射
す
る

批
判
が
現
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た
い
。

(
お
〉
顧
炎
武
『
日
知
録
』
各
=
二
大
明
一
一
統
志
に
は
多
く
の
例
が
翠
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
一
つ
だ
け
次
に
示
す
。

主
文
公
皮
州
製
記
、
「
骨
周
知
、
江
南
地
歳
畷
、
大
山
長
谷
、
荒
務

険
阻
」
、
以
畷
字
組
篤
一
句
、
谷
字
紹
魚
一
旬
、
阻
字
紹
魚
一
句
、

文
理
甚
明
。
今
『

一
統
志
』
緒
州
府
形
勝
候
下
、
摘
其
二
語
日
、

「
地
最
畷
大
、
山
長
谷
荒
」
、
句
讃
之
不
通
、
而
欲
従
九
丘
之
書。

輿
可
謂
千
載
笑
端
失
。

(
お
)
『
京
東
考
古
銭
』
で
は
、
例
え
ば
考
金
陵
、
耕
一
統
志
遼
陵
之
誤
、

緋
一
統
志
密
雲
之
誤
の
篠
等。

(
幻
)
顧
炎
武
『
一苧
林
文
集
』
巻
二
倍
卒
二
州
史
事
序

而
一
服
之
士
人
郭
君
造
卿
在
戚
大
将
軍
幕
府
、
網
羅
天
下
書
志
略

備
、
叉
身
自
行
歴
刻
北
諸
法
省
盈
、
又
遺
卒
至
塞
外
窮
濡
源
、
視

商
箇
大
寧
遺
祉
、
還
報
奥
書
不
合
、
則
再
選
覆
按
、
必
得
賞
乃
止
、

作
燕
史
数
百
巻
。

な
お
、
郭
造
卿
の
地
理
に
関
す
る
著
作
に
は
『
虚
龍
塞
略
』
一
一
一
巻

(
蔦
暦
三
八
年
刊
本
)
が
あ
る
。

(
叩
山
)
顧
炎
武
『
亭
林
文
集
』
を
二
金
石
文
字
記
序
。

(
ぬ
)
例
え
ば
『
肇
域
志
』
河
南
第
三
加
の
洛
陽
に
つ
い
て
の
記
事
に
は

『
洛
陽
伽
叢
記
』
や
『
後
漢
書』

・
『
資
治
通
鑑
』
な
ど
を
引
用
す
る

し
、
同
じ
く
永
寧
鯨
に
つ
い
て
は

『
貌
書
』
や
『
金
史
』
・
『
水
経
注
』

『集
古
銭
』
な
ど
を
引
用
す
る
。

な
お
、
楊
正
泰
に
よ
る
と

『
竪
域

記
』
に
は
碑
刻
の
利
用
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
(
楊
正
泰
前
掲
註

(
M
〉
論
文
)
。
『
墜
域
士
ど
で
は
未
だ
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
石
碑
の
存
在
を
翠
げ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
(
江

南

第

八

朋

三

三

葉

a
、

山

東

第

五

加

七

九

葉
a
等
)
、
「
金

石
文
字
記
序
」
等
か
ら
解
る
よ
う
に
、
史
料
と
し
て
の
利
用
も
想
定
し

て
い
た
と
恩
わ
れ
る
。

(ω)
「
方
輿
崖
略
」
と
は
既
に
鄭
賓
低
・
王
天
良
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
『
康
志
鐸
』
の
第
一
巻
の
題
目
で
あ
る
が
、
全
編
の
名
穏
と
誤

っ
て
そ
の
他
の
部
分
も
「
方
輿
崖
略
」
と
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
王
土

性
『
庚
キ
握
』
に
つ
い
て
は
、
王
成
組
『
中
園
地
理
皐
史
』
(
一
商
務
印
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書
館
一
九
八
二
)
や
、
最
近
で
は
、
徐
建
春
「
王
土
性
及
其
『
康
志

縛
』
」
(
『
杭
州
大
拳
拳
報
』
一
一

0
1一
一
一
一
九
九

O
)
が
あ
る
。

(

M

M

)

王
土
性
『
康
志
緯
』
(
中
華
書
局
一
九
八
一
)
、
楊
鐘
元
「
刻
庚

志
縛
序
」甲
午
(
順
治
十
一
年
)
滋
四
明
、
遇
同
盟
午
李
懐
姑
家
蔵
是
書
、
予

相
喜
過
室
、
如
見
故
人
。
請
俵
録
之
、
無
論
出
庭
必
捕
、
反
覆
校

関
、
即
寒
暑
晦
明
寝
食
憂
喜
無
関
也
、
若
輿
怪
叔
先
生
同
時
商
権

葉
。
循
質
之
博
雅
君
子
、
如
曹
秋
獄
夫
子
・
沈
大
匡
先
生
・
沈
次

柔
・
顧
寧
人
・
項
東
井
諸
同
盟
午
、
成
語
是
書
該
而
核
、
衡
市
暢
、

奇
市
有
木
、
逸
而
不
題
。

ハ
州
出
〉
内
閣
文
庫
蔵
本
(
寓
暦
十
四
年
刊
)
。
社
信
字
『
明
代
版
刻
綜
録
』

(
江
蘇
廉
陵
古
籍
刻
印
祉
一
九
八
一
二
)
に
よ
る
と
、
費
善
堂
は
建
陽

の
人
、
鄭
雲
資
の
書
慰
の
名
で
あ
る
。
『
大
明
官
制
大
全
』
の
「
地
理

繁
簡
考
」
を
引
用
す
る
も
の
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

胡
文
換
『
皇
輿
要
覧
』
、
同
『
華
夷
風
土
士
山
』

虚
奇
『
職
方
考
鏡
』

陸
化
照
『
自
営
小
輯
』
(
一
部
改
)

(
円
相
)
楊
博
「
奉
詔
酌
議
郡
邑
繁
簡
疏
」
(
『
蒲
坂
楊
太
宰
献
納
稿
』
巻
五
)

内
閣
文
庫
滅
。

(

H

H

)

清
初
に
お
け
る
地
理
室
田
の
禁
と
い
う
も
の
も
考
え
る
必
要
は
あ
ろ
う

が
、
顧
炎
武
の
意
圃
で
は
『
肇
域
志
』
は
有
明
一
代
の
建
置
沿
革
を
志

す
も
の
で
あ
る
以
上
、
明
代
の
地
誌
を
記
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

(
必
〉
吏
治
の
評
語
と
い
う
の
も
あ
ま
り
熱
さ
な
い
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
こ

の
衝
僻
・
繁
簡
と
い
う
表
現
が
後
に
州
豚
の
ラ
ン
ク
・
シ
ス
テ
ム
を
形

成
し
て
い
く
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
風
俗
が
表

現
さ
れ
た
と
考
え
る
よ
り
も
、
や
が
て
地
理
繁
簡
考
と
い
う
形
で
固
定

化
し
て
い
く
地
方
行
政
の
た
め
に
記
さ
れ
た
各
州
豚
の
評
債
の
語
句
と

し
て
吏
治
の
評
語
と
い
う
こ
と
と
し
た
い
。
『
大
明
一
統
志
』
な
ど
に

み
え
る
文
化
的
な
債
値
か
ら
地
域
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
風
俗
で
は
な

く
、
地
方
行
政
や
官
僚
制
度
と
の
関
係
か
ら
導
き
だ
さ
れ
た
も
の
と
い

え
る
の
で
は
な
い
か
。
地
方
の
穎
彰
の
た
め
に
編
纂
さ
れ
る
地
方
士
山
や

『
大
明
一
統
士
山
』
と
は
異
な
る
要
素
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
衝
繁
僻
難
等
の
表
現
は
、
高
暦
年
聞
に
は
費
用
化
さ
れ
て
お

り
、
王
世
慾
『
鏡
南
九
三
府
園
設
』
や
越
乗
忠
『
江
西
輿
地
園
設
』

(
と
も
に
『
紀
録
集
編
』
所
牧
〉
に
は
繁
・
関
・
衝
・
僻
・
疲
・
淳
・

弓
と
い
う
よ
う
な
語
に
そ
れ
ぞ
れ
最
・
次
と
い
う
程
度
を
示
す
言
葉
が

附
け
加
え
ら
れ
、
い
か
に
も
官
擦
の
文
書
用
語
と
い
っ
た
印
象
を
輿
え

る
。
最
・
次
・
無
と
い
う
こ
と
で
み
れ
ば
、
こ
れ
は
一
種
の
三
等
制
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
蛍
時
既
に
存
在
し
て
い
た
『
庚
奥
閏
』
の

表
現
と
異
な
る
州
豚
も
あ
り
、
い
か
な
る
材
料
を
利
用
し
て
記
し
た
の

か
興
味
深
い
。

(
日
叩
)
編
戸
の
里
数
が
各
年
代
に
よ
っ
て
拙
炭
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

あ
る
程
度
の
正
確
さ
を
以
て
園
家
が
農
村
の
繁
化
を
把
握
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
興
味
深
い
こ
と
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ

こ
で
は
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
燭
れ
な
い
。
質
際
に
ど
の
時
期
の
数
字

を
『
肇
域
志
』
が
記
録
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
を
問
題
と
す
る
に
留
め

た
し

(

釘

)

沖

(
n
r
E
m〉
の
字
を
何
故
か
上
中
下
の
中
と
い
う
不
可
解
な
解
穣

を
す
る
も
の
も
あ
る
が
(
和
田
正
康
「
明
代
の
地
方
官
ポ
ス
ト
に
お
け
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る
身
分
制
序
列
に
関
す
る
一
考
察
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
四
四
|
一
一

九
八
五
)
〉
、
こ
れ
は
現
代
中
園
語
に
見
ら
れ
る
如
く
蛍
然
街
(
円
宮
口
町
〉

の
略
字
で
あ
る
。

(
同
叩
〉
際
組
綬
『
皇
明
職
方
地
図
』
に
つ
い
て
は
、
海
野

一
隆

「『
康
輿
図
』

を
模
倣
し
た
地
園
帖
」
(
『
研
究
集
録
大
阪
大
皐
教
養
部
』
人
文
・
祉

曾
二

O

一
九
七
二
)
を
参
照
。
『
皇
明
職
方
地
圃
』
に
見
え
る
編
戸

の
塁
数
は
『
武
備
志
』
と
同
じ
で
あ
り
、
陳
組
綬
が
『
皇
明
職
方
地

図
』
の
編
纂
の
際
に
利
用
し
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
が
何

時
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
未
だ
確
定
で
き
な
い
。
ま

た
、
陳
組
綬
自
身
も
復
祉
の
人
物
で
あ
る
が
、
こ
の
編
纂
に
は
復
吐
同

人
が
多
く
加
わ
っ
て
い
る
。
「
白
星
明
職
方
地
図
或
問
」
に
は
編
纂
に
協

力
し
た
四
六
人
の
名
を
翠
げ
る
が
、
そ
の
中
で
陳
組
綬
と
同
年
の
二

五
人
の
う
ち
、
蒋
逸
雲
『
張
簿
年
譜
』
(
芹
品
管
室
自
社
一
九
八
二
)
附

「
復
祉
姓
氏
考
一
訂
」
に
よ
れ
ば
、
鍔
鼎
慈
・
楊
皐
慰
〔
『
進
士
題
名
碑

録
』
は
仁
慰
に
作
る
〕
・
韓
文
鐙
〔
『
進
士
題
名
碑
録
』
は
文
鉱
に
作

る
〕
・
曾
亨
臨
・
劉
伺
・
曾
熔
遊
・
銭
翻
還
の
七
人
は
同
人
と
思
わ
れ
、

復
祉
系
の
人
物
の
手
に
な
る
地
園
帖
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
ま

た
、
陳
組
綬
に
は
『
存
古
地
函
』
一
容
(
『
北
京
圃
書
館
古
籍
諮
問
本
書

目
」
史
部
地
理
類
)
が
あ
り
、
他
に
復
祉
の
人
物
が
関
係
し
た
地
理
関

係
の
書
物
に
は
、
許
重
照
『
輿
地
分
合
指
掌
圃
』
(
『
千
頃
堂
書
目
』
巻

六
地
理
類
上
〉
が
あ
る
。
ま
た
陳
子
龍
は
『
皇
明
経
世
文
編
』
に
桂

尊
『
皇
明
輿
園
』
園
鍍
を
牧
録
し
て
い
る
ほ
か
、
奥
園
輔
『
今
古
輿
地

図
』
に
序
を
寄
せ
て
い
る
。
復
祉
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
井
上
進
「
復

祉
の
皐
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
四
四
|
一
一
一
九
八
五
〉
を
参
照
。

(
川
相
)
内
藤
湖
南
前
掲
註
〈
お
)
『
支
那
史
皐
史
』
一
二
六
一
頁
。

陸
化
照
『
目
脇
田
小
輯
』
引
(
中
園
史
皐
叢
書

三
編
)

高
暦
己
亥
(
二
十
七
年
)
、
讃
書
婆
州
公
署
、
取
『
一
統
士
山
』
参

封
蛍
代
郡
豚
、
多
不
相
蒙
。
且
積
豚
負
郡
、
震
省
直
、
合
省
直
成

天
下
、
所
係
匪
細
、
市
列
款
僅
傍
子
古
蹟
・
物
産
、
亦
似
本
末
無

地
所
。
乃
創
立
義
例
取
府
州
豚
、
提
頭
序
列
、
如
仕
籍
然
。
而
摘
士
山

所
載
沿
草
山
川、

填
註
其
下
。
志
所
未
及
者
、
参
孜
補
之
。
弁
考

文
録
・
奏
議
、
関
切
透
防
・
河
防
大
計
者
、
随
地
附
見
之
。

(
日
)
王
重
民
『
中
園
善
本
書
目
』
史
部
地
理
類
『
奨
輯
輿
園
備
考
全

書』

一
八
巻
〈
一
八
七
頁
)

此
原
刻
本
極
少
見
、
李
長
庚
原
署
、
「
崇
禎
六
年
歳
次
笑
酉
」
。

三
奥
大
紫
堂
刊
本
に
は
、
京
都
大
皐
人
文
科
皐
研
究
所
所
蔵
本
な
ど
が

あ
る
。

(
臼
)
縛
昌
辰
の
版
築
居
は
、
他
に
張
燐
『
経
世
撃
要
』
と
い
う
政
書
の
ほ

か
、
刑
伺
『
来
禽
館
集
』
を
出
版
し
て
い
る
。

王
重
民
『
中
園
義
国
本
書
目
』
集
部
別
集
類
『
来
禽
舘
集
』
一
一
八

巻
(
六
四
五
頁
)

『
北
京
国
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
史
部
政
書
類
張
燈
『
経
世
翠

要
』
存
二

O
巻
(
一

O
五
四
頁
〉

な
お
前
掲
註
(
お
〉
『
簡
明
中
園
古
籍
辞
典
』
に
よ
れ
ば
『
経
世
撃
要
」

は
崇
禎
六
年
の
刊
で
、
首
都
の
防
衛
や
塗
防
・
海
防
・
兵
制
・
水
利
・

廟
政

・
流
冠
制
到
策
等
を
枚
め
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
(
五
七
六
頁
〉
。

(
臼
)
李
雲
開
問
の
序
に
は
潜
大
参
海
虞
先
生
と
し
て
み
え
、
大
多
と
い
え
ば

参
政
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
天
同
日
五
年
の
進
土
で
あ
れ
ば
少
し
遷

宮
が
早
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
前
掲
『
簡
明
中
園
古
籍
辞
典
』
に
よ
れ

ば
何
に
擦
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
海
虞
は
{
子
、
大
参
は
溶
光
極
の

へ
印
)
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放
と
い
う
(
二
六
六
頁
)
。

ペ
臼
)
『
集
輯
輿
園
備
考
全
書
』
の
封
面
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
書
物
は
、
以

下
の
と
お
り
。

一

実

全

部

統

志

一

奨

纏
度
分
野

一
索
庚
皇
輿
考

一
実
全
部
舎
奥

一
柔
周
官
職
方

一
環
自
営
小
輯

一
実
歴
代
風
土
記
一
奨
列
省
郡
志
一
実
方
輿
勝
略

一
袋
歴
代
地
理
志

一
奨
正
皇
輿
孜

一
奨
庚
輿
記

一
繁
利
西
来
経
緯
略

目
録
の
後
に
、
採
録
諸
書
目
を
あ
げ
る
が
、
そ
こ
に
は
さ
ら
に
『
水
経

注
』
や
『
山
海
経
』
、
『
蔦
暦
武
功
録
』
の
ほ
か
『
占
候
紀
略
』
、
『
食

物
本
草
』
の
よ
う
な
も
の
ま
で
事
げ
ら
れ
て
い
る
。

(
日
)
既
に
燭
れ
た
よ
う
に
、
『
天
下
郡
園
利
病
書
』
北
直
隷
上
八
に
み
え

る
府
名
同
州
勝
者
な
ど
は
顧
炎
武
が
各
地
の
郡
蘇
の
名
を
逐
一
封
照
し

た
わ
け
で
は
な
く
、
『
嚢
輯
輿
園
備
考
全
書
』
巻
こ
に
あ
る
省
郡
州
邑

同
名
放
を
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
寧
例
の
方
式
が
全
く
同
じ
で
あ

る。

(
国
〉
曹
皐
佳
『
大
明
一
一
統
名
勝
士
山
』
序

江
西
方
伯
李
友
卿
、
寄
宗
侯
穆
儀
『
水
経
注
築
』
。
予
盃
取
而
讃

之
、
其
所
有
者
、
正
不
必
有
、
其
所
無
者
、
正
不
必
無
、
予
叉
憤

滋
而
不
之
快
。
偶
有
『
繕
紳
便
覚
』
一
部
、
暮
震
築
穆
子
左
日
、

此
水
経
之
某
州
豚
也
。
以
今
援
古
、
合
者
什
七
、
其
所
不
合
、
姑

挨
後
来
。
子
是
、
感
鮒
前
念
而
作
是
書
。
津
津
乎
、
不
能
自
己

失。

曹
皐
佳
に
つ
い
て
は
、
市
原
亨
士
ロ
「
歴
代
詩
還
と
曹
皐
佳
の
生
涯
」

(
『
東
方
皐
報
』
京
都
四
五
一
九
七
三
)
参
照
。

〈
幻
)
制
脚
質
恒
・
王
天
良
前
掲
註
(
白
)
論
文
。

(
臼
)
『
肇
域
志
』
江
南
第
二
加
一
二
葉

a
。

(
印
〉
呉
木
山
註
(
日
)
論
文
。

(
印
〉
『
職
方
考
鏡
』
と
い
う
書
名
そ
の
も
の
が
そ
う
で
あ
る
し
、
百
円
買
や

職
方
に
言
及
す
る
も
の
は
、
宮
崎
時
可
『
庚
輿
記
』
序
、
方
態
選
『
職
方

考
鏡
』
序
、
李
本
国
『
方
輿
勝
略
』
政
な
ど
多
数
に
及
ぶ
。

(
口
出
〉
ま
た
、
日
用
類
書
に
は
も
っ
と
早
く
か
ら
舜
典
に
燭
れ
る
も
の
が
あ

る
。
余
文
台
編
『
鼎
鰻
崇
文
閣
奨
築
士
民
高
用
正
宗
不
求
人
全
線
』

(
高
暦
三
七
年
序
陽
明
文
庫
磁
)
巻
二
地
輿
門
は
舜
典
を
取
り
上

げ
て
、
「
書
云
、
肇
十
有
二
山
」
と
記
す
。

(
位
)
『
肇
域
士
山
』
胡
度
政
(
嘉
慶
了
巳
)

右
亭
林
先
生
『
肇
域
志
』
手
稿
二
十
本
、
主
同
友
徳
清
許
君
周
生
所

蔵
也
。
:
:
:
養
先
生
己
卯
秋
闘
放
後
、
慨
然
負
経
世
之
志
、
作

『
天
下
郡
図
利
病
書
』
。
凡
古
今
治
飢
得
失
之
原
、
民
生
疾
苦
笑

利
之
故
、
趣
且
然
畢
具
。
而
是
書
則
専
紀
奥
地
、
輿
『
利
病
書
』
殊

義
、
然
所
詳
者
、
郡
鯨
沿
革
・
山
川
陀
塞
・
兵
事
成
敗
、
以
及
賦

税
戸
口
之
多
寡
、
官
職
騨
舗
之
省
置
、
而
名
勝
人
物
不
興
葉
。
是

蛍
輿
『
利
病
室
田
』
相
輔
而
行
、
非
『
元
和
志
』
以
下
之
僅
潟
地
士
山

者
可
擬
。

(
臼
)
例
え
ば
一
隔
建
で
は
『
泰
寧
豚
士
山
』
を
引
用
し
『
天
下
郡
図
利
病
書
』

が
引
用
す
る
よ
う
な
戸
口
・
賦
貫
・
軍
政
・
民
兵
・
箔
役

・
匠
役
な
ど

に
関
す
る
詳
細
な
記
載
が
有
る
(
一
隅
建
第
二
加
六
葉

a
l
二
O
葉

b
y

こ
れ
は
、
楊
正
泰
の
い
う
よ
う
に
貴
重
な
史
料
を
保
存
し
た
と
い
え
る

が
、
『
天
下
郡
図
利
病
書
』
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。

ま
た
、
騨
の
設
置
に
つ
い
て
は
『
大
明
曾
奥
』
を
引
用
す
る
こ
と
も
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あ
る
。河
南
第
一

mm

二
葉
b

『
舎
典
』
云
沓
有
大
梁
勝
革
、
群
符
遜
運

所
革
〔
倶
府
口
〕

三
葉
b

陳

留

豚

設
宰
城
馬
騨
在
豚
南
〔
『
曾
典
』

無
馬
字
〕
。

(
臼
)
寓
暦
『
江
寧
豚
志
』
巻
二
街
道
に
は
突
の
よ
う
に
、
三
山
街
市
や

銅
作
坊

・
顔
料
坊
と
い
う
よ
う
な
細
か
い
地
名
を
翠
げ
て
い
る
が
、
位

置
関
係
が
主
に
な
っ
て
い
る
。

三
山
街
市
在
鯨
北
〔
俗
名
果
子
行
、
由
街
中
分
、
北
風
上
元
、
南

廃
江
寧
〕

顔
料
坊
在
草
桂
街
東
〔
邸
古
西
市
、
東
接
銅
作
坊
〕

銅
作
坊
在
豚
治
西
〔
即
古
東
市
、
往
総
客
寓
此
、
毎
農
賓
紙
、
今

銅
作
人
悉
移
於
鍛
作
坊
、
但
呼
紙
市
、
以
下

名
非
其
賞
者
多
類
此
〕

『
肇
域
志
』
江
南
第
五
郎
四
九
業
b

同

そ
れ
に
射
し
て

士、

街
市
に

南
都
大
市
魚
人
質
所
集
者
、
亦
不
過
激
庭
。
而
最
多
篤
行
口
、
自

三
山
街
西
至
斗
門
橋
而
己
、
其
名
目
果
子
行
。
他
若
大
中
橋
北
門

橋
三
牌
機
等
慮
、
亦
稽
大
市
集
、
然
不
過
魚
肉
疏
菜
之
類
。
如
銅

鍛
器
則
在
銅
銭
作
坊
。
皮
市
則
在
宜
橋
南
。
鼓
舗
則
在
三
山
街

口
、
替
内
西
門
之
南
。
履
鮭
則
在
数
敷
倍
。
簾
箔
則
在
武
定
橋
之

東
。
傘
則
在
賂
天
府
街
之
西
。
弓
箭
則
在
弓
箭
坊
。
木
器
南
則
紗

庫
街
、
北
則
木
匠
倍
。
蓋
園
初
建
立
街
巷
、
百
工
貨
物
、
買
買
各

有
匡
態
。
如
織
錦
坊
・
顔
料
坊
・
臨
匠
坊
等
、
皆
空
名
無
復
有
居

感
興
貿
易
者
会
。

と
い
う
よ
う
に
、
扱
っ
て
い
る
品
物
を
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
方
志
な

ら
ま
だ
し
も
総
士
山
で
こ
の
よ
う
に
詳
細
な
記
載
を
す
る
も
の
は
他
に
存

在
し
な
い
。

な
お
『
肇
域
士
山
』
に
も
風
俗
と
い
う
項
は
存
在
す
る
が
、
そ
の
な
か

で
は
南
京
域
内
の
各
地
匿
に
つ
い
て
従
来
の
線
志
に
は
見
ら
れ
な
い

「
世
宵
宮
族
之
所
都
居
也
」
と
か
「
是
武
弁
中
泊
之
所
霊
率
、
太
閤
学
生

徒
之
所
州
慮
也
」
な
ど
と
い
う
詳
細
な
設
明
を
し
て
い
る
(
江
南
第

五
加
二
二
葉

av

(
白
山
)
楊
正
泰
前
掲
註
(

U

)

論
文
。

(
伺
)
楊
正
泰
前
掲
註
(
M
〉
論
文
。

(
肝
)
内
藤
湖
南
前
掲
註
(
お
)
『
支
那
史
皐
史
』
会
二
八
頁
)
。
ま
た
湖
南

は
「
四
庫
提
要
」
巻
七
二
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
『
大
明
一

統
名
勝
士
山
』
を
『
大
明
輿
地
名
勝
士
山
』
と
記
し
て
い
る
。

市
山
田
皐
佳
『
局
中
名
勝
記
』
三

O
各
ハ
高
暦
四
十
六
年
原
刊
)
に
つ
い

て
も
、
劉
知
漸
は
そ
の
黙
校
本
(
重
慶
出
版
社
一
九
八
四
〉
の
前
言

に
お
い
て
、
こ
の
書
は
各
種
の
資
料
を
採
録
し
た
時
に
、
矛
盾
し
た
箇

所
に
ぶ
つ
か
っ
て
も
往
々
に
し
て
考
一
訟
を
加
え
て
い
な
い
と
い
っ
て
い

マ
Q

。し
か
し
、
掌
放
の
摩
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
は
存
在
し
て
い
た
。

『
大
明

一
統
名
勝
士
山
』
河
南
遁
叙

我
園
家
南
北
直
設
、
各
有
京
畿
道
失
。
今
十
三
道
御
史
、
以
掌
河

南
道
震
首
、
一
路
考
核
事
宜
、
及
内
計
祭
典
、
皆
其
職
掌
。
而
外

官
之
入
賀
態
朝
、
及
聴
選
預
考
察
者
、
叉
以
掘
削
江
潟
首
。
此
不
無

相
沿
雨
宋
之
遁
雪
山
、
而
所
品
回
回
遊
正
者
云
。

秋
山
前
掲
註
(
お
〉
論
文
。
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(ω
〉

『
日
知
録
』
巻

一
九
文
須
有
盆
於
天
下
。

(
町
山
)
井
上
進
「
方
志
の
位
置
」
〈
『
山
根
幸
夫
数
授
退
休
記
念
明
代
史
論

叢』

下

汲
古
書
院
一
九
九

O
〉
は
、
明
末
に
は
近
現
代
史
へ
の
関

心
、
経
世
の
観
貼
か
ら
方
志
を
利
用
す
る
も
の
が
現
わ
れ
た
と
い
い
復

祉
の
人
土
や
顧
炎
武
を
例
に
翠
げ
る
。

(
冗
〉
初
め
か
ら
各
州
豚
毎
に
沿
革
や
皇
数
、
隣

・
巡
司
、
吏
治
の
許
語
、

城
周
、
山
川
に
闘
す
る
記
載
を
順
序
だ
て
て
並
べ
よ
う
と
し
て
い
る
よ

う
に
み
え
る

『
肇
威
士
ど
の
方
が
、
『
天
下
郡
図
利
病
書
』
よ
り
も
盟

系
化
へ
の
志
向
が
窺
え
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
引
用
こ
そ
明
記
さ

れ
て
は
い
な
い
が
、
全
鐙
を
『
過
賞
す
る
伏
線
と
し
て
『
桑
輯
輿
園
備
考

全
書
』
の
よ
う
な
線
士
山
を
利
用
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
明
末
的
な
総
士
山
か
ら
経
世
致
用
と
は
無
縁
の
「
詞
章
之

皐
」
的
な
名
勝
や
風
俗

・
人
物
の
項
を
敢
え
て
省
い
た
貼
に
こ
そ
、
願

炎
武
の
意
園
と
濁
自
性
が
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
九
九

一
年
度
の
東
洋
史
研
究
曾
大
禽
の
席
上
で
、
顧
炎
武
は
濁
自

の
蘇
州
府
志
を
編
纂
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指

摘
を
森
正
夫
氏
か
ら
い
た
だ
い
た
。
森
氏
が
「
顧
炎
武
の
官
回
論
に
お

け
る
土
地
所
有
思
想
と
そ
の
背
景
」
(
名
古
屋
大
皐
文
皐
部
研
究
論
集

史
翠
三
四
一
九
八
八
〉
で
指
摘
さ
れ
た
『
天
下
郡
園
利
病
害
』
の
蘇

州
府
に
関
係
す
る
部
分
は
他
の
部
分
に
比
し
て
整
っ
て
お
り
、
彊
域

・

城

・
形
勢

・
巡
司

・
騨

・
山
水

・
郊
褒
な
ど
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
こ

の
構
成
が
従
来
の
地
方
志
と
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
顧
炎

武
が
総
志
に
基
づ
い
て
編
纂
を
始
め
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の

構
成
に
は
『
大
明
一
統
士
山
』
の
よ
う
な
線
志
の
構
成
と
共
通
す
る
と
こ

ろ
が
あ
り
、
ま
た
『
肇
域
志
』
の
内
容
と
共
通
す
る
貼
も
あ
る
。
『
肇

域
志
』
の
各
府
鯨
の
建
置
沿
革
を
記
す
部
分
に
は
、

『
天
下
郡
園
利
病

室
百
』
に
み
え
る
彊
域
・
城

・
形
勢

・
巡
司

・
騨

・
山
水

・
郊
緊
に
相
暗
曲

す
る
記
載
が
あ
り
、
さ
ら
に
蘇
州
府
関
係
の
記
事
を
収
め
る
『
肇
域

志
』
の
江
南
第
八
般
の
内
容
を
示
す
と
、
蘇
州
府
水
利
、
鎖
市
、
城
門

敵
模
、
橋
梁
、
管
街
、
崇
禎
三
年
本
衛
製
職
官
員
姓
名
、
賦
税
、
風

俗
、
古
蹟
、
澗
腐
、
家
墓
、
金
石
、
雑
事
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
顧

炎
武
は
ま
ず
線
士
山
を
も
と
に
し
て
郷
里
の
蘇
州
府
か
ら
着
手
し
た
こ
と

が
、
森
氏
の
指
摘
さ
れ
た
『
天
下
郡
園
利
病
書
』
に
残
っ
た
痕
跡
か
ら

も
窺
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(

η

)

嘗
時
の
方
志
が
如
何
に
人
物

・
名
宣
の
記
載
と
不
可
分
の
関
係
に
あ

っ
た
か
に
関
し
て
は
、
井
上
前
註
(
河
〉
論
文
参
照
。

(
河
〉
明
末
の
経
世
史
皐
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、
呉
絹
華

「
明
清
二
代

に
お
け
る
史
拳
の
繁
遜
」
(
『
東
方
皐
』
六
四

一
九
八
二
)
を
参
照
。

呉
絹
華
は
、
首
世
の
務
を
追
求
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
し
て
『
索
輯
興

国
備
考
全
書
』
や
『
大
明
一
統
名
勝
士
山
』
等
を
例
に
翠
げ
て
い
る
。

(
九
)
本
稿
で
は
充
分
に
論
じ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
『
桑
輯
輿
箇
備
考

全
書
』
に
到
る
ま
で
の
明
代
後
期
の
地
理
書
の
系
譜
に
つ
い
て
は
別
に

論
じ
た
い
。

-115一

附
記
本
稿
は
、
一
九
九
一
年
度
科
患
研
究
費
補
助
金
(
奨
駒
研
究
(
特
別

研
究
員
〉
題
目

「
明
末
清
初
期
の
祉
曾
繁
動
の
山
地
関
税
拡
に
針
す
る
影

響
」
〉
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。



　　

THE BACKGROUND TO THE COMPILATION

　　　　　　　　

Ｏ＼　ＺＨＡＯＹＵＺＨＩ肇域志

―One Aspect of the Late Ming statecraft Studies―

Ohsawa Akihiro

　　

Ｔ-ｈａｏｙｕｚhiby Gu Yanwu顧炎武, is ａ general geographical work,

characteristic of the late Ming period. Although commonly regarded as

a by-product of Ｔｉａｎエiaiｕｎｇｕolibingｓhｕ天下郡國利病書, it was indeed

compiled independently｡

　　

In contrast to statements found in literary geographical encyclopedic

works

　

such ａｓＤａＭｉｎｇｙitｏｎｇｚhi大明一統志, we can　find statements

relating to practical statecraft in some works from the late Ming period.

Ｚｈａｏ:ｙｕｘhiincludes statements from the late Ming period works that

emerged

　

as

　

ａ

　

result

　

of

　

the

　

criticism

　

against

　

the ＤａＭｉｎｇｙitｏｎｇｚhi.

Investigating the information in　Ｚｈａｏｙiλｚht　Ｔegardingcomments on the

local

　

administrations

　

and

　

the

　

number

　

of

　

administrative units in each

county, it can be said that Gu Yanwu used material included in Hｕiji-

斗はｂｅｉｋａｏｑｕａｎｓhｕ彙輯輿圓備考全書,which was published in the Chong-

zhen崇H reign. Yet ａ whole series of practical works, which eχtended

to the end of Ming dynasty, formed the background to the compilation

ｏ£　Ｚｈａｏｙｕｚhi、GuYanwu ｅχeluded the references to well-known places

and persons to which　literary　geographical　encyclopedic works at that

time still paid attention. He pursued historical　accuracy based on the

use of historical　records, and gave consideration　to the　contemporary

problems of each region. Ｚｈａｏｙｕｚhiembodies this new　approach, and

surpasses any other work of the Ming period in respect of its positivism.

－３－


